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新 入 生 諸 君 へ
この文章が諸君に読まれ る の は， も う 夏休 も間近い
頃だろ う か ら ， 今更諸君を 「新入生」 呼ばわりす る の
はおか し いか も し れない。 また ， 私 自 身に して も ， 四
月一日 に教養部長 に就任 し た ばかりの身で， 入学式後
の教養部オリエ ン テー ショ ンに， 生れて 初めて 1,40 0 
人近い人の前で、壇上に立った時の苦し い体験は ， も う
か な り以前の 乙 とのよう に日 々 記憶か ら薄れて行きつ
つあ る 。 しか し なが ら ， 乙 の 文 を書 いて い る今 日 は ，
大学祭 も 済んで静か に なった構内K， 梅雨じみた雨が
う す ら寒 く 降っていて ， 一年生の教室に出てみ る と，
何とな く ガラ ン と し て生気がな く ， 欠席が目 立ちはじ
めてい る。 乙れはいけ ない， 四 月 当初のあ の初い う い
しい熱気は どこへ失せた のか？ 大学生活 に慣 れ る の
はよいが， 押れては いけ ない， ま だやはり 「新入生」
と し ての諸君に話 し かけ る必要がありそ う だ…… ， と
考え て， 私 も また新米の 部長として， 初めて「学園ニ
ユース」に緊張のペン を執っている次第であ る 。
4 月 1 1 日 ， 新入生諸君を教養部へ迎 えるに 当って
私は諸君に二つ の事を要 望 し たが， 諸君は果 し て それ
を覚えていて く れ る であ ろ う か。
そのひとつは ， 「富山大学学生と しての責任と義務
を想 えJとい う ことに要約さ れる が， そ の責任や義務
とは， 単に諸君の個人的な境遇に対す る も の だけ では
な く ， 諸君を し て富山 大学 学生であ ることを可能な ら
し めてい る 諸条件 の中で， やや も すれば見落 さ れがち
な部分， 大学入試が資格試験でな く 競争試験である以
上は当然の 乙 とと し て顧み られない影の部分一一諸君
が入学す る に当って排除 し て し まった 6,0 0 0余人の富
山大戦願者たちーは付 る蘭壬と新紡ことなのである。
現在 の 自 分の幸せが （大学に入学できたことは幸せ
のひとつに違い なし ＼） ， 幾人かの他人の不幸せ （ 目 指
す大学に入れなかった の は不幸せのひとつであ ろ う ）
の原 因となってい る ， とは言わぬまでも ， 他人の不幸
と関 連 し てい る ， という 意識を持つこ とは苦 し いこと
であ る 。 そ う い う 重苦 し い関係 は念頭か ら拭い去って
現在 を享受 し た い， と思 う の は人の常であ る 。 し か し
社会の中の影の部分の存在を意識す る ことは ， 勝れた
社会人の資格のひとつ で、あ ろ う 。 そ して ， 単に大学生
教養部長 大 谷 重 彦
も社会の一員だとい う 客観的事実だけ ではな しに， 諸
君カ排除 し た 他の同年輩の 人達との関わりに おいてこ
そ ， 諸君は 「社会」 と無関係 ではあり得 な いの だとい
う ことを 自 覚 し てほ しい， と私は思 う 。 自己以外に 自
分を縛 る も のの ない大学生活の 自 由さ にふと惑わさ れ
て怠け 心が生じたり， あ る いは ， とりとめ も な い日 常
に埋没し て人生の すべてが無意味に思え たりす る瞬間
があ れば （そ う いう 瞬間は誰し も持つはず、だ、が） 一一，
そ の時は， そのよ う な 自 分よりは もっと大学生であ る
にふさ わ し い或 る 他 人が， 自 分の代りに 乙 の場に存在
してい る べきではないか， と反省し てほし いの であ る 。
もちろん常時そ う し た反省の緊張に耐え る ことは我々
凡人にはできないが， たま には意識 し て 自 分に「他人」
とい う 鞭を 当て る 必要があ ろ う 。
さ て， 次K， 新任の教養部長であ る私は， 教養部の
オリエ ン テ ー ショ ンで先ず「教養」 とい う も のを分り
易 く 説明できな い も の か ， と考え た。 よ く 引き会いに
出 さ れる事だが， ドイツの 小説の中の伝統的 な ジ ャ ン
ルに ”Bi ldungs roman’とい う も の があ る 。 日本では
一般にこれを 「教養小説」と訳 し てい る が ， B i ldtmg 
は英語のbuildと同根で， こ乙 で言 う 「教養 小説」と
は実は 「人間形 成小説J とで も言 う べき も の であり，
「教養のた めに読まれ るべき4鋭」 とい う 意味では決
してない。 （無論教養 のために読んではいけ な い， と
い う 事 では な いの で ， 大いに読ん でほ し し ゅ。 乙 う い
う 小説ではひとりの素朴な ， 傷つき易い心を持った少
年乃至青年が， 学校へ上ったり， 世の中へ 出たりして ，
恋や 仕事や病気や戦争など， さ まざまな体験を経なが
ら 自 己を高めて行 く 過程が描かれる のが常であ る 。 つ
まり西欧的な 概念と しては， cultu陀比 し ろBildung 
Lこ しろ， 「教養」とは自己を塾、形成す る 乙 とを本義とす
る も の であ ろ う 。 この 「 自 己を形成 し 高め る Jとい う
思考K， 伺故とも な く ピラ ミ ッ ド状の構造物とい う イ
メージが私の頭の 中で結合 し て ， 「教養とは 高まろ う
とす るピラ ミ ッ ドの底面積であ る」 とい う 比轍ができ ，
「人格の底面積を拡げ る 努力を！」 とい う 二つ めの要
望が出て来た わけ である。
も ち ろん比除は あ く まで比聡であって， 物事の直観
的な把握には役立って も ， これで以ってすべてが言い
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尽さ れ てい る わけ では決 し てな い。 た だ ， 最近諸君の
聞 に も実利的思考がはび乙 り ， すぐ、に役立つ も のを 求
め， 専門的知識に早く 触れたがる傾向が顧著であ る 乙
と を 想う と ， ピラ ミ ッ ド のあの安定感の あ る美 し い姿
を 借 り て ， 外か ら は直接見 え な い が， 観念、の 中では確
固 と し た存在感を持つ その底面の広が り を説いてみた
か っ たの であ る 。
乙 う し た 教養概念 と 大学におけ る一般教育 と の 関 り
会いを考える こ と は， 次の重要事であ ろうが， 今はた
だ新入生諸君に二つ の要望を繰 り 返 し述べて ， 新任の
私と も ども 「初心忘るべからずJと戒めたい。
( 6 3. 6. 3 ) 
図書館二題噺 mモンテ ・ カッシーノとウッヅ・ ホール”
図書館長就任のあい さつ に代えて
今 ， 私は 2 枚の写真を手に してい ま す。 そ の 1 枚は ，
イ タ リ ヤは中部， ローマ と ナポ リ の ほぼ中 聞 に位置す
るモンテ ・ カ ッシーノ大修道 院の図書館に収蔵さ れ て
い る ， 西暦9 60 年に古代イ タ リ ヤ語で書かれた古文書
の一部の写真であ り ， 他の 1 枚 は， アメ リ カ は 東海岸，
ボス ト ンの 南にあ る ウッヅ ・ ホール臨海実験所の図書
館閲覧室にか〉 っ て いる 1 枚の額の写真であ り ま す。
私が， 何故乙 の 2 枚の写真を取り あげたのか， その理
由につい て は ， やがて， お分 り い た Y け る も の と して ，
先づ ， 最初の写真か ら話を進め ま し ょう 。
御存知の 方 も 多いと思 い ま すが， モンテ ・ カッシー
ノ大修道院は ， 丁度 ， 日 本で は聖徳太子が摂政であ ら
れた西麿5 29 年に聖ベネデ ィ ク ト に よ っ てひ らかれた
僧院に 端を発 し ， そ の 後， 修道院制度のみでなく ， 教
育 ・ 文化の中心 と も な っ て行 っ た と 考え ら れ る由緒あ
る 場所なのです。 ま た ， 第 2 次世界大戦の末期近 く ，
約 5 か月 に亘 り ， 連合軍 と ドイ．ツ軍 と の 聞に血み どろ
の激戦がこ の辺 り 一帯に く り 展げ ら れた 際， 連合軍の
爆撃 によ っ て ， 修道院の建物は徹底的 に般壊 さ れて し
ま い， 戦後， 再建 さ れ た という事実を知 る 方々 も 多 い
乙 と と思い ま す。 実は，爆撃に よ り 破壊 さ れ る数か月
前， 聖べ‘ネデイ ク ト の遺骨や遺宝な どの宝物 と共に ，
図書館に 収蔵さ れていた 8 万巻に も のぼる 貴重な古文
書や書籍は， ド イツ軍の手に よ っ てバチカンに運ばれ
ていた ため幸に も戦火を まぬがれ ， 戦後再び， 無事モ
ンテ ・ カッ シーノの地にも どる 乙 とが出来 ま し た。 現
在 ， 私が手に し てい る 写真の古文書も ， 勿論， そ の 中
に含ま れ てい た も の の一つで、す。 私は， 今， も うふた
音以上 も 前に ， モンテ ・ カッシーノを訪れ た時の 事を
なつか し く 思い出 し てい ま す 。 標 高500米余り の ， 所
々 に岩が露出 し て ゴツゴツ し た 山の上にその 修道 院は
附属図書館長 小 嶋 事
あ り ま したが ， そ こ か ら ， 眼前にひろが る一望千里の
今は平和に充 ち あふれた 緑の平野を前に し た時， 戦争
当時， 如何 に こ の地が ， 戦略的に 重要な位置を占めて
いたかと いう こ と を ， しみ じ み と実感 し ま し た 。 その
時， 私の胸に浮かんで き た思いは， それ故に 乙 そ ， こ
の修道院が ， 自 らは 修道院制度発祥の地であ り ， 創設
当時か ら 修道 士た ちが読書 を課せ ら れ てい た と いう学
問 ・ 文化の中心 地で も あ り な が ら ， 物質のみでな く 人
の肉体も そ し て心ま で も破壊 し つ く す， あ のい ま わ し
い戦いの真只中に置かれて し ま っ た と いう運命の皮肉
さ で あ り ま し た。 そ し て ， 一方において ， 私達人類が
2 度 と手に入れ る 乙 と の出来ない ， 精神的 ・ 文化的遺
産が破壊か ら 守り ぬかれ た と いう喜びであ り ま し た 。
閑話休題， 2 枚 目 の写真 の話に移り ま し ょ う。 今 1
枚と いうのは ， 最初に も書 き ま し た ように， 世界でも
最大の 規模を誇 る ， ア メ リ カ はウッヅ ・ ホール臨海実
験所図書館 に あ る 有名 な額の写真であ り ま す。 こ の額
は， 図書閲覧室の壁にでん と掲げら れていて ， そ れに
は， こ う書か れてい ま す。 u Study nature not 
books” と 。 乙 れは ， 乙 の実験所の設立に深い関係の
あ っ た アメ リ カ の生物学者 ， ルイ ・ アガシーの 言葉で
すが， 伺という皮肉で し ょ うか。 本を読 もうと思って
や っ て来る人達に向かつて ， m本な ど読むな ， あ るが
ま 〉の 自然を見て勉強せよ ” と云うのですか ら 。 も っ
と も ， こ の言葉に ついては， もう一つ の解釈の仕方が
あ る ようです 。 即 ち ， 帆本を全 く 読むなと 言っ て いる
の では な い。 先づ， 本を読め。 しか し ， 本を読むだ け
では駄 目 だ。 実際K， あ る がま 〉を見て 自 然か ら学べ ”
という解釈の仕方です 。 こ の よう に ， 額の言葉を受け
と る こ とが正 し いか どうかは 別 と し て ， 正直申 し上 げ
て ， 私は ， こ のよ うな解釈の仕方に大い にひかれて い
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ま す。 人間 と いうの は ， 自の前に物があ っ て も ， それ
を受け入れ る ため心に準備が な い と 見え て も 見え な い
も のです。 伺か事件があ っ た 時 ， そ 乙 に居合わせた人
達の証言が， 往々 ま ち ま ち であ る こ と か ら でも ， よ く
分 り ま す 。 私達の 方K ， 受け 入れ る だけ の準備がな い
と ， カ メ ラの レンズの ようにパッチ リ と ， 心に映像を
結ぶ乙 と は出来 ま せん。 例え ば， 本な どを読むこ とに
よ り ， 前以 っ て ある 程度の知識を得ておけ ば， よ り 容
易 K ， あ る がま 、を見 ， よ り 確実K， 真実を見定め る
ことが出来 る よう に な る の ではな いで し ょ うか。 乙 れ
も ， 程度問題で， 本の知 識に のみ凝 り 固 ま っ て し ま え
ば， 今度は， あ る が ま 〉 を 見 る こ とは出来 な く な る で
し ょ う。 丁度 ， 地球の周 り を 廻 っ てい る人工衛星と地
球 との 関係の ように， っかずはなれず， と ら われる 乙
と な く と ら われ る と いう境地で物事を眺め る 乙 と が必
要な の で し ょ うね。 乙 れは非常 に難 し い 乙 とですが一。
さ て ， いよい よ ， 話が大詰めに近づいて来 ま し た。
実は， 私は ， 最初の写真か ら ， 図書館 に 関 わ る 者 と し
て， 図書館 のあ り 方を， も う 1 枚の写真か ら は， 逆に
図書館を利用す る 者 と し て， 本の読み方を考え てみた
か っ た の で、す。 確か に， 数 多 く の貴重な図書を 整備 し
保管する 乙 と は図書館本来の重要な使命では あ り ま す
が ， 単 な る 図書の 整備のみでな く ， 文化的 ・ 学術的情
報のサー ビス ・ センタ ーと し て の機能を発揮す る こ と
も， 今や図書館 に と っ て， 重要な使命と な っ て来つ〉
あ り ま す。 そ のよ うな図書館 の 性格の さ ま 変 り に対応
するため， 図書館側と いた し ま し て は ， 最大限の努力
を尽 して ゆ きた いと思 っ ていま す。 どうか ， 私達の周
り の事象のあ る がま 、を見， 本当 の姿を 見定めう る ，
心の準備を し てい た だ く た めに ， 大いに図書館を御利
用下さ し1。 お待ち し て い ます。
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新入生， 保健管理センター ・ オリエンテ ーシ ョ ンから
入学お めで と う 。 梅い無 き 学生時代の秘訣は， 目標 ・
計画 ・ 実行 ・ 反省のサイ クルを大切にす る 乙 と ではな
かろ う か。 人生は 習慣の束であ る と も いわれ ま す。 よ
い習慣を沢山 も つ乙 と です。 何事 も長 く 続け て ， よい
習慣とす る 乙 と です。健康 は睡眠・栄養・運動を意識
的に生活の 中で追求す る 乙 とです。 太陽 と と も に起 き ，
働 き（勉強 し ） ， 疲れを感ず る 程に活動し ， 乙 の疲れ
を夜の聞 に回復する とい う のが， 自然人と し て の正 し
い生 き 方ではなかろ う か。 西ドイ ツの 乙 とわざに，
一人生健康が唯一 ではない。 し か し ， 健康 でな け れ
ば何 も 出 来ないーと， 乙 の二つのフ レーズの掛け橋
は知識であり， 考え方でなかろ う か。 大学は学問の府
であ る 。 そ し て現代は知的反応の 時代である 。 生 き る
こ と は呼吸す る こ と で はな い ， 活動す る 乙 と にあ る 。
友人・自 由 ・ 信じ 合 う 喜 びを大切に前進 さ れん こ と を
期待し ておりま す。
ちな みに ， 私の い きい き 健康法を併記いた し ま す。
o健康三原 則と生活 リ ズ ム
睡眠 ・ 栄養・運動を 目 的意識的に， 生活の中で追求
する 乙 と です。 目標・計画・実践 ・ 反省のサイ クルを
大切に し てい ま す。 継続の鍵は 日 記をつ け る 乙 と です。
1 0 年 日 記は， 自 分を奮起させてい る と 自 信を も っ て
いえ ます。
0年に 1 ～ 2 回の 自然探索を
頭脳の掃除， 心の洗濯は 自然に 接す る 乙 と です。 山
な どに行 く こ とは， ひ ま をつぶすよう であ る けれど も ，
人間性を高め る た めに は決し て無駄では な し 、。 常に 自
然の気を享け て ， 肉体を養 っ ておけ ば， 世間のつま ら
な い気を事け る 乙 と は な い。 三泊 四日 の剣岳登 山は つ
ら いけ れ ど も ， そ の 印象 は常 民 自 分を活 き 活 き さ せて
く れま す 。
0達成感の あ る趣味を
晴れた 日 は 毎朝ラジオ体操のあ と ， 1 時間程度野菜
づく りを楽 し んでおりま す。 耕 し ， 種を ま き ， 水 をや
っ て生育 し てい く 野菜の 新鮮さ は ， か ら だと心の健康
保健管理セ ン タ ー所長 稲 垣 保 彦
を約束 し て く れ ま す。 腹の底か ら ， 小声では あ る が，
張りのある 声で唱 う花鳥風 月 の小唄は ， 気持をなごま
せて く れま す。 人生は習慣の束であ る と いわれま す。
何事 も長く 続け ， よ い習慣にす る 乙 と が大切 と思 いま
す。 一一不 きげんは怠惰と 同じです。 つま り怠惰 の一
種な の です。 わた し たちは怠惰に傾 き やすい。 けれ ど
も ， い っ た ん奮発すれば， 仕事はす らす ら はかどりま
す し ，活動に本当 の喜びを見いだすこ とができ ま し よ
う。 一一 （ゲーテ） 一一
0退屈を克服す る か ら だの 動 き
あ る 時， 乙 んな事があ っ て ， な る ほ どと意を強く し
た 乙 と があります。 その 日 ， 中庭のぬれ縁を作ろ う と
思い たち， 先づ 竹の準備を と， 家 内の里に行 っ た 時の
乙 と です。 祖父は気持よ く 「あhい く ら で も持 っ て
い貯ゃあ， 気がねはい らんよ」 「 う ま く 出来 る か ど う
か心配ですが」 と一寸遠慮気味 に話し た時， 円、 や，
動 き 始めれ ば仕事は半分道やJ と ， 夢中 で 3 時間， あ
れや こ れや と八方に想を め ぐ ら しなが ら 工夫 し て ， な
ん と かぬれ縁 ら し き も のが出来上 っ た。 美 し い緑 の竹
縁に腰を お ろ し ， う ま い ビールを飲みなが ら ， つ く づ
く 老人は う ま く い う もんだ と， 「動き 始れば，仕事は
哨士道や」 のこと峨乙， 感心させら れた ものです。 「動 き 始
め る Jこ の 乙 と は 「歩き始め る 」 に も 通じ る ， 山での
縦走は歩き 始めなか っ た ら ， 目 標の 山には達せ ら れな
い 。 仕事 も， 何 もか も が動 き 始めなか っ た ら万事休す
であ る。 「歩 く 」 と い っ た ら ， 今一つ ， 大切に し て い
る名言がありま す。 大哲ルソーの告 白「ひとり徒歩で
旅し た味ほ ど， ゆたかに考え ， ゆたかに存在 し ， ゆた
か に生 き ， あえてい う な ら ば， ゆ たかに私 自 身であ っ
た 乙 と は な い。 徒歩は私の思想を活気づけ ， 生 き 生 き
させ る 何 も の かを も っ てい る 。 私の精神を動かすため
には， 私の 肉体が動いてい な 貯 れば な ら な い の だ 」
と 。 勿論， 歩 く こ と は立派な 運動であ る 。 し か し ， そ
れ以上K， 動 的哲 学 と も い う べ く ［思考の 場j， 人聞
の 内面的， 精神的， 活発な えい智を醸成す る ， も っ と
も人間 ら し い行動でなかろ う か。
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o筋耳 洋 教授 （人文学部） 6 3. 4. 1 
昭4 2. 3 東北大学大学院文学研究科 修士課程
修了
担 当：比較文学









。重見 一行 教授 （教育学部） 6 3. 4. 1 




o岸井 勇雄 教授 （教育学部） 6 3. 4. 1 




0慶瀬 信 講師 （教育学部） 6 3. 4. 1 




o 山口 孝道 助教授 （経済学部） 6 3. 4. 1 
昭3 3. 3 東京大学 大学院人文科学研究科
修士課程修了
担 当：基礎法 （政治学）
o唐捧 博 助教授 （経済学部.） 6 3. 4. 1 
昭6 0. 3 同志社大学大学院法学研究科
博士課程後期課程退学
担 当：民事法 （財産法概論）
0河野 三郎 講師 縫済学部） 6 3. 4. 1 
昭6 3. 3 神戸大学大学院経営学研究科
博士課 程後期課程退学
担 当：応用経営 （流 通論）
o西村 秀二 講師 （経済学部） 6 3. 4. 1 
昭6 0. 3 上智大学大学院法学研究科
博士後期課程単位取得退学
担 当：基礎法 （刑法）
o松 井 隆幸 助手縫済学部） 6 3. 4. 1 
昭6 2. 3 九州大学 大学院草歪済学研 究科
博士後期課程単位取得退学
担当：比較経済 論 （ 日本産業論）
o池田 公司 助手 （経済学部） 6 3. 4. 1 




o吉田 範夫 教授 （理学部） 6 3. 4. 1 




o藤田 安啓 講師 （理学部） 6 3. 4. 1 




o菊池 万里 助手 （理学部） 6 3. 4. 1 
昭6 3. 3 富 山大学大学院理学研究科
修士課程 修了
担 当：数理統計学
0田村 典明 助手 （理学部） 6 3. 4. 1 




o西村 龍夫 助教授 （工学部） 6 3. 4. 1 
昭55. 3 広島大学大学院工 学研究科
o高井 正ニ








助手（工学部） 6 3. 4. 1 
富 山大学文理学部理学科卒業
担当：制御工学










着 任 雑 感
「新任の挨拶を一筆」 とのど
依頼を受け ま し た が， 私の場合
すでに昨年 1 1 月 1 日付で「富
山大学人文学部へ併任す る J と
の辞令を い ただ いてい ま すの で，
ど挨拶が大変遅 く な っ たことに
なりま す。 とこ ろで 「併任J と
い う 言葉 ， 少 な く と も 普通の国
語辞典には見 当りま せんが， 文 字通り「任務を併せて
遂行す るJ とい う 意味だろ う と思い ます。 し か し 実際
にはひとりの人聞が 乙 れを全 う する ことは物理的に不
可能ですので， やむを得ず 1 1 月と 2 月の二回， 集中
講義の形式で切り抜け さ せてい ただき ま し た。 乙 の間，
卒業論文提出 を 目 前に控えた 四年生をは じ め学生諸君
には教師不在とい う 乙 とで大変ご迷惑をか け ま したが，
よ う や く 4 月 1 日 付で「富 山大学人文学部へ配置換す
る 」 と の辞令を 手にい た し ， 名 実とも に富 山 大学の一
員に加え てい た だ く 乙 とになりま し た 。 個人的には1 1
月 1 日付で正式に赴任する 乙 とに それほ どの支障 も な
か っ た のですが， 学年歴半ばでの転出 は予想以上に困
難で し た。 し か し い ま 振り返 っ てみま すと， 私にと っ
て 4 月 に着任 でき ま し た 乙 とは本当に 幸せで した。 単
に 4 月 入学， 3 月 卒業という 現行の学校制度の も とで
人文学部教授 渡 辺 洋
新学期か ら の 赴任が望ま し いと い う 乙 とだけ ではな く ，
4 月 は 山々 の残雪が地肌の黒さ を際立た せ ， 水ぬ るみ
川面に春の陽光がき ら め き ， 野辺の花が咲きほ 乙 ろぷ
季節だか ら です。
誰 し も新任地に対 し て は期待と不安を抱く も の です。
せめて 自 然にだけで も暖か く 迎えて も ら いたいと願わ
ない人はいないで し ょ う 。 乙 れが晩秋， 冬を真近にひ
かえ ての着任だ、 っ た ら ， おそ ら く 気が滅入 っ てい たに
ちがい あり ま せん 。 それほ どこの地の冬は陰欝です。
立山連峰の雄大 さ も ， 神通｝｜｜の清浄さ も春なればこそ
でし ょ う 。 1 1 月 と 4 月 では気持の上で雲泥の差があ
っ たと思いま す。 それは私が根 っ か ら の東北人であり
な が ら ， 中学， 高校時代を 乙 の 地で送り， 富 山の冬を
身を も っ て体験し てい る か ら です。 それに し て も 3 0 
年ぶりに自にする 街並の様変りには驚いて いま すが，
なつか し さ も一入です。 ふた たびこの地に戻 っ て く る
ことができ る とは夢想だに し ま せんで し た 。
比較文学の歴史は浅 く ， お よそ百年にすぎま せん。
しか も 日 本におい てこの学問が市民権を得た のは戦後
の乙 とです。 乙 の 「若 く て美し い学問」 を わが青春の
地， 富 山で若い学生諸君とともに学べ る 乙 との幸せを
日々実感 して いる 着任後の 1 カ 月 半です 。
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私の属する 地理学は歴史だ貯
は古く ギリシ ャ 時代か ら存在 し
ま すが， 学 問 的洗練度は他の人
文社会諸科学に比 し 自 慢で き る
も の ではありません。 要する に
未だに 1 9 世紀的博物学の に お
いを残 し てい る 学問とい え ます。
それ 自体何物で も貧欲 に喰 っ て
し ま う 好奇心旺盛な所があ る の ですが， 料理の仕方が
ま ず く ， とい う か料理法が洗練さ れてお らず， 他の学
問 成果との食べ比べが十分に でき ており ま せん。 し か
し 乙 乙 が若い地理学徒の自のっけ ど 乙 ろで， 未開拓な
分野は多 く 残さ れておりま す 。 私の経験か ら 申 し ま す
と， 他学問の 食べ残 し をあさ っ て意外とお い し い も の
を仕入れてい る よ う な変な快感で学問がや っ て こ れま
し た 。
と乙 ろ で， 日本 では地理学 はい ま だに理学部と文学
部応分れて所属 し ておりま す。 教 育学部， 経済学部に
人文学 部講師 水 内 俊 雄
属す る地理学コースを除 く と， 理学部， 文学部の区分
は地理的には っ きり し ており， さ しずめ糸魚Jll－静岡
構造線で し ょ う か，東が理学部， 西が文学部となりま
す。 と言 う 乙 とでわが人文学部の人文地理学コースは
日本で最も北， か っ東にあ る文学部系の地理学研究室
であ る とい う 栄誉あるコース であ り ま す。
と我が身を振返 っ てみま すと， 乙 の 3月ま では九州
大学文学部の地理学研究室で助手をや っ ておりま し た
が、 よ く 地図帳を見れば文学部系では最 も西区位置す
る 乙 れま た光栄な研究室にお っ た わ貯で、す。 雄理学 の
防人と し て 院生 ・ 学部生に周縁か ら の 「革命J を誓 っ
た同じ こ とを今度は最北端， 最東端の富 山 で実現とな
る わ け ですが， ひとえ に院生 ・ 学部生の御助力 ， 精進
をお待ち申 し 上げております。
和歌山→京 都→福岡→富 山 と渡り歩い ております。
周縁が九州 ， 北陸な ら中心は和歌山かといえばとんで
も な く ， 関西の大い な る 周縁の 出身です 。 因みに雪の
経験はありま せん。
着 任 の 挨 拶
イ ギリス の田舎道を学生が歩
いてい る と猪がとびだ した 。
「ギリシア語だぞ／アリス ト テ
レス だぞ／」 と言 っ て手に持 っ
てい た本を猪の 口 に 入れた と 乙
ろ ， 猪は悶死 し た 。 一一一一 そん
な話がで き るほど， 「チ ン プ ン
カ ン プン」 の代名 調である ギリ
シア語の中で も， アリス ト テ レス は そ のチ ン プン カ ン
プン さ にお いて最た る も の と考え ら れてき た よ う です。
伺 し ろ猪を殺傷す る ほ どなのですか ら ， イ ギリス の学
生など， ひとた まり も なか っ たの でし ょ う 。 何の 因果
か， 乙 乙 十年来 「猪殺 し jに つ き 合 っ て き ま した。 一
番の専門は彼の 自 然学です。 アリス ト テ レス の 自然学
と言 っ てピ ンと乙 ない方も ， ガリレイ やその後の学 者
たちにコテ ンパにや ら れたやつだ といえば， 「あれかj
人文学部講師 永 井 龍 男
と思い当 る の ではないで し ょ う か。 現在， イ ギリス や
ア メ リ カ で は古代ギリシア哲学と現代の 分析哲学の 聞
の交流がさ かんで， 両方の距離は以前よ り もは る かに
接近 し てき ていま す。 意外に 思われ る か も し れ ま せん
が， ギリシア哲学は言語分析と論理を第ーの研究方法
にしてい ま したか ら ， 現代英米哲学と共通する面が多
いわけ です 。 古代の研究者が現代の分析方法をと り 入
れ る の は も ちろんですが， た とえ ばア ンス コム以降の
行為論にお け る よ う に，古代で行 なわれていた 議論が，
そのま ま 現代の中心的問題と してと り あ げ ら れ る 乙 と
も め ず ら し く ありま せん。 学生諸君K ， そのよ う な新
し い息吹の一端を授業で伝 え ら れれば， と，思 っ てい ま
す。 最後に ， 私の名前につい て一言。或 る 日 ，父親が
新聞を読ん でいた ら ， そ こ にいい名前があ っ たの だそ
う です。 ちなみに， 彼は私の小説を一度 も読ん だ乙 と
がな いそ う です。
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思い ま す。
本年 （昭 和 6 3 年） 4 月 1 日
付け で， 教育学部国語学担当 と
し て皆様の仲間入り を さ せてい
た だき ま し た。 乙 れ ま で私立の
女子短大にお り ま し た の で， 色
々 と ま ど う 乙 とがあ り ま し たが，
2 カ 月 目が過ぎよ う とする 頃に
な っ て ， 少 し慣れ て き た よ う に
元来私は国 文学の徒であ り ま し て ， 学部卒業時は中
世歌論， つい で中世宗教書誌の研究， そ し てつい に国
語学にた ど り ついた と い う次第 です。ファウス ト に な
らって， 「文学 も歴史も ， そ し て よけ いな宗教ま で，
一生懸命研究した。 思えばなんと い う 馬鹿げた 乙 とだ
ろ う 。乙 乙 に 乙 う し た ま ま ， おれは ち ょ っ と も賢 く な
っ て い なしリ と で も言いたい経過でした。 しかし， 今は
や っ と国語学にや り なおしの人生を見出 し て ， 従来の
構文論はコ ンビ ュー タ にはと て も入力で き な いものだ
か ら ， 新 し い構文論を考えなければな ら な いな どと ，
年がい も な く 意気込ん だ、 り してお り ま す。 考えて みま
すと ， 私の敬愛する 国語学者 三上 章氏は同郷 （そ れ
も 極 く 近い）の 出身です し ， 尊敬す る偉大な国語学者
教育学部教授 重 見 一 行
山田孝雄氏は乙 の大学に近い総曲輪の生 ま れと 聞いて
お り ま す。二人と も 相当 ま わ り 道を し た人で ， 勝手な
が ら不思議 な因縁を感 じ ， 私 も 二人に少しで も あやか
り た い と思 っ ている 次第です。
乙 ち ら に参 り ま す時は ， 富 山は魚は う ま いが雪の 多
い寒い所 と ， かな り お どさ れ ま し た 。 確かに ， 赴任以
来宿舎の部屋の温 度計が20度を越す 乙とはめ っ た にな
か っ た よ う に思い ま す （も っ と も 乙 れは ， 娘が小学校
の時に も ら っ た 時計式の温度計で， 少々の温度差は我
慢す る よ う ですの で， あま り あ て に な ら ない の ですが）。
し か し ， ベラ ンダか ら見え る立 山連峰の雪をいただ
いた姿は ， 瀬戸内の南向 き の団地で眠り か 貯 て いた者
には 目 を さ ま す の によい眺め と思われ ま す し ， 元来海
を見 る のが好き な私 に と り ま し て は ， 少 し乗 り 物にの
れば， 瀬戸内の 海と はま る で、 ち が っ た 日 本海の風景を
自にでき る の も ， 有難い事 と思 っ て お り ま す。
教育学部は， 自 分の研究と同時K ， 特に実践的な学
生指導 も 要請さ れる所 と思い ま す。微力 な が ら ， でき
る だけ努力 をい た し たい と 思 っ て お り ます。 皆様の御
指導御鞭撞をいただ き ま す と と も に ， 御好誼のほ ど，
よろ し く お願い申 し あげ る次第です。
富山大学に 着 任して
今を去 る 3 咋余の昔， 大学院
の学生で， 奨学金 と アルバイ ト
でや っ と生活 して い た私は ， 無
謀に も結婚を決意し ま した。式
も挙げず， 夏休みを利用 し て兵
庫県の彼女の実家で一応の祝福
を受け， 共通のサー ク ルの先輩
の社宅が富 山市内 だ っ たので，
北 陸本線区乗 っ て そ 乙 をたずね ， 婚姻届に証人の判を
も ら っ た， それが富 山 と の 出会 いだ っ た のです。
私た ちは それか ら宇奈月 温泉に泊 り ， 樺平を経由 し
て ， 当時建設中だ っ た黒四ダムをのぞき， 信州へ出，
野尻湖， 軽井沢を経て 東京へ帰 り ま し た。 真夏の太陽
教育学部教授 岸 井 勇 雄
に残雪が光り ， 冷気のなか雷鳥を 間近に し た立 山の 印
象はま こ とに鮮かで し た 。
「 こ れか ら は地方の時代だ」 な どと生意気な こ と を
言 っ て意気投合 し ていた私た ち で し た が， 新潟に県立
の女子短 大を創設するか ら来ないか と い う お 話に乗 り ，
その地へ参 り ま し た。 以来18年間， 幼児教育科を創 り ，
附属幼稚園を創 り ， 新潟大学の講師 も兼ねなが ら ， 地
域と密着 し た実践研究を続け ま し た 。
大き な教育改革を前に文部省か ら お話があった と き
は， 大いにた め ら い ま し た。 中央区出る とい うこ とは
私た ち の生活原理に反す る か ら です。 しかし「子ど も
の立場に立 っ て 教育を考え る人でない と 」 と い う 前任
者の こ とばでお断 り で き な く な り ま し た。
- 10一
それ か ら 6 年， 中教審 ， 臨教審， 教課審の精力 的な
審議を経， 調査研究協力者会 議の協力 に よ っ て， 幼 ・
小 ・ 中 ・ 高を一貫す る 教育課程の 基準の 見なお し がす
すめ ら れ， 新 し い教育 要領 ・ 学習指導要領の告示 も 年
内に行わ れ る 見通 し が立ちま した。
も う 一年待 っ てい た だけた ら ， とい う の がいつわ ら
ざる 心境で し たが， 熱心なおすすめによ っ て 4 月 1 日
付で本学に着任さ せて いた だく 乙とに な り ま し た。
教育県として定 評の あ る 富山， 輝か し い実績を誇る
本学の一員と し て加えて いただいたことを光栄に思い
新任 の ご
乙 の 4 月 か ら 教育学部教育学
教室（教育史）でお世話 に な る
乙とにな り ま し た 。 専門 はイギ
リ ス の教育史で， 現在は 主に 1 9
世紀の技術教育史の研究を行 っ
て お り ま す。
出 身は京都で， 高校時代に 1
年間ア メ リカへ行 っ てお り ま し
た以外は， 生 ま れてか ら ， 大学 ・ 大学院時代 も 含 め ，
乙 れ ま でず っ と京都で生活し て ま い り ま し た生粋の 京
都人です （も っ と も ， テ レ ビ ・ ドラマな どでイメ ージ
さ れる 洗練 さ れ た 「京都人」 か らはかな り 外れて お り
ま すが）。 案外適応力 はあ り ま すの で， どこへ行 っ て
も生活 し て ゆ く 自 信はあ る のですが， 瀬戸内生ま れの
妻も私 も雪の経験がない だけ に ， 富 山に来る 乙 とに何
の不安 もなか っ たとい えばウソ に な り ま す。 し か し ，
と り あえず 1 年 目 の冬は ， 子ど も とい っ し ょ に雪遊び
に で も 興 じ なが ら 乗 り 切ろ う と思 っ てお り ま す。
富山に来て よ か っ たと思う のは， やは り 伺よ り も そ
の恵ま れ た 自 然です。 研究室の窓 越 し に雪をかぶっ た
立山連峰が望 め る の に はび‘ っ く り し ま した。何や ら ま
る でス イスのアルプス にで、も来た よ う な感 じ が し ま し
た。しか し ， ス イス よ り よいことに， 富 山 には海も あ
り ま す。新鮮 な魚が安 く 手に入 り ， 魚を食べる 乙とが
多いわが家 はた いへん助かつてお り ま す。富山名物の
ま す。 ま だ僅かのふれあい ですが， 温か く 迎えて く だ
さ っ た 教職員の方々 や， 熱心に講義を聴いて く れ る 学
生諸君に 支 え られて， 乙 れか ら微力 を尽 し て成長 し た
いと願 っ てい ま す。
正門通 り に 面した研究室の窓に は 「ゆ り の き Jの並
木の緑が美 し く 映え ， 百合に よ く 似た花を た く さんつ
け てい る の が見え ま す。 四季の 変化の豊かな乙の地に
あ っ て ， か けがえのない人生の時を ， 皆さんとの出会
い の な かで燃やせ る 乙 とを ， 私は思 いがけない幸せと
感 じ て い ると 乙 ろです。
あ い さ つ
教育学部講師 贋 瀬 信
ホタ ルイカ を始め， いずれ も 好評な の ですが， と り わ
け好評な のがタ ラです。 乙 れま でタ ラとい う と冷凍の
カ ス カ ス の も のか ， 正月 の棒ダラ料理く ら い し か食べ
た 乙とがな か っ た も のですか ら ， 妻などは 「 タ ラ っ て
乙 ん な におい し い魚とは思 っ て も みなか っ た 」 と感動
し て し ま う 始末です。富山へ来て ま だ 2 ヶ月 ， ま だま
だ体験 し て い ないことばか り ですが， 富 山に じ っ く り
腰を落ち 着けて ， 一つひとつ富 山の良さ を発見 し て行
き た いと思 ってお り ま す。
さ て ， 最後に な り ま し た が ， 着任 に あた っ て の決意
ない し 抱負を述べてお き た いと思い ま す。大学の研究
者ですか ら 自 分の専 門領域での研究を 深 めて い く 乙 と
は当然の 乙 とですが， 教育学部の場合 ， 学問 ・ 研究の
場であ る 乙とに加え ， 未来の教師を養成するとい う 重
要な 独自 の （も ち ろ ん， 開放制が原 則ですか ら ， 教育）
学部だけ が教師を養成する わけ ではあ り ま せ んが）使
命を持 っ て お り ま すの で， この面での仕事に特に力を
入れていき た いと思 っ てお り ます。 今日 ， 教育現場に
は様々 な問題が山積 してお り ， 教師に求め られる も の
はま すま す大 き く な っ て お り ます。 大学だけで良い教
師が作れ る わけで はあ り ません が， 大学こ そがや ら な
ければな ら ない 乙 とも あ る はずです 。 良い教師を作 っ
て い く とい う 社会 的要請 に ど う 応えてい く か， 先輩の
先生方に も 学びなが ら ， 自 分な り に考えて い き たいと
思 っ ており ま す。 ど う ぞよろ し く お願いいた し ま す。
咽－A
新任 の ご あ い さ つ
乙の春， 住みなれた静岡県か
ら 富 山 にや っ て 来ま し たが，
「婚期をとう に過ぎた娘を よ う
や く 送 り 出す よ う な 心境だ］と
い う友人の言葉が身に し み ま し
た。 1 9 3 1 年生れのわ た し ，決
し て若 く はないばか り か ， 高校
に30 年 も 勤務 して， く た びれか
け てい ま し た。 「今さ らJ というた め ら い を振切 っ て
の赴任で し た 。
学問は地図のない旅に も た と え られ ますが， わ た し
の場合は旅とい う ほどではな く ， イギ リ ス 名誉革命周
辺の狭い 範囲を そぞろ 歩 き し ていたにすぎま せん。 し
か もア マチ ュアの安諜 さか ら， 専 ら枝道に 入 り 乙 み ，
著名 な文人たち（ 『 ロ ビン ソ ン ・ ク ルーソ ー 』 のデフ
ォー， 『 ガ リ ヴァ』の スウィ フ ト ）の余り 知 られて い
な い政治的横顔 も垣間見て ， 一人悦に 入 っ ていた 次第
です 。 気紛れな牛歩を見かねたのか， 近年， 友人の好
経済学部助教授 山 口 孝 道
意によ り ， 優れた先達の知遇を得， ち ょ っぴり勉強し
ま し た 。 その方の ど指導の下， ハリファック ス 『 日 和
見主義者 と は何か 』 を邦訳， 出版 さ せて貰 えたの は望
外のこ とで し た（未来社 1 9 86年）。 乙 の文人政治 家
の紹介は ， 小篇なが ら 乙 れがわが国では初めて の も の
であ る 乙 と をこの場を借 り てP :R： さ せてい ただき ま
す。
ど乙 か らの援助 も ない代 り に ， 拘束 も責任 も な い気
ま ま な研究を続けて来ま し た。 「日曜画家J な らぬ
「日 曜学者jの30年でし た。 問われれば， 「 も の好 き
でや っ て い る だけ ですよ」 と笑い に紛 らすのが常で し
た 。 し か し もはや， 乙のよ う な 言い草は許 さ れ ないで
し ょ う 。 心残 り なが ら ， 乙 の 際，道楽と し て の学問は
棚上げ1ζ し ， 「職業と し て の学問Jを念願に精進し な
けれ ばな る ま いと存 じ ま す。 そのよ う な意味でわた し
は今， 晩学 の 門出 に 立 っ てい る 乙 と を痛感 し て お り ま
す。 ど う か同僚の 方々 の ご指導， ま た学生諸君の協力
を心か ら お願い し ま す。
着 任 の ご 挨 拶
4 月 1 日付で， 経済学部経営
法学科の民事法講重要乙着任致し ま
し た 。 労働保護法及び夜間主コ
ース の財産法概論の講義を担当
する 乙 とにな り ま し たが， 財産
法概論の講義 は社会人の方を対
象と し て お り ま す ので， 大学の
学術研究， 教育の在 り 方 を考え
る う えで， 私 自身強い意欲と大き な 腕寺を抱いて お り
ます。
私は， 乙 れま で労働法， 持に財産法 をその基礎 にお
く労働契約論の検討を念頭において， イギ リ ス の雇用
契約論を研究 し て ま い り ま し た。今後 も ， 引き 続いて
乙の分野の研究をすすめ てゆ く 乙と に し てお り ま すが，
そ れが講義の う えに少 し で も反映で き る よ う 一層研究
経済学部助教授 唐 津 博
に励み たいと考えてお り ま す。
富 山の地は， 大浮の四回生の時飛騨高 山へのゼ ミ 旅
行の折り に訪れ た 乙とが一度だけ で全 く 不案内ですが，
街の背後に連な る 峻厳な 立 山連峰の美 し い姿が， ひ と
き わ印象』C残 っ て お り ま し た 。 私は熊本 ・ 天草に生 ま
れ， 高校 ま で こ の温暖の地で過 ご し ま し た が， その後
京都の大学， 大学院に学 び， 悪名高い京 の炎暑と底冷
えの なかで暮 ら し てまい り ま し た の で， 伝え聞 く 富山
の気候の厳 し さ も あ ま り 気に し て お り ま せ ん。 むし ろ，
私に と っ て は北陸の 人と風土広大き な 関心を寄せてお
り ま すの で， 富 山での生活を楽 し み に し てお り ま す。
縁あ っ て富山大学に お世話に な る 乙 と に な り ま し た
が， 色んな点で皆様のお教え を乞わなければな り ま せ
ん。 皆様方 の ど指導， ご鞭撞の程， 宜しく お願い申 し
あげま す。
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異 ま る 風 土
新樹のみずみず し さ がキャ ン
パス を包む五月 は， 私に と り 全
く 新 し い風土との出会い であ っ
た。
三月末 に こ の地区着いた時，
風は強 く 冷 く しかも 空は鉛色だ
っ た。 樹木や草花 の新芽は全 く
見 られ なか っ た。水道水は冷い
と い う よ り も痛い も のであ った 。こ の瞬間か ら私は ，
異 な る 風土に 接触 し 始めていた のだ っ た。
四月 に な る と ， 気温が上昇 し は じ め る と と もに青空
が続 く よ う にな った。だが， 一 日 の気温の寒暖の差は
著 し�＼o 四国の松 山で生ま れ た私 に と り ， こ う し た気
候K慣れる には ま だ時間がかか り そ う で あ る 。 やがて
私は第二の 異な る 風土に出会 う こ と に なる 。
第二の異な る 風土 と の出合い と は， 樹木や草花 に関
新任の ご
5 年前， 北アルプス の裏銀座
間を縦走 し ， 富 山 にお り ， 市電に
乗 って富 山大学を 見学に来た こ
とがあ り ま した。 その富 山大学
に， 4 月 か ら お世話に な る こ と
にな り ま した 。 専攻は刑法， と
り わけ故意論を 中心と し てい ま
す。
生 ま れは ， 四 国 の高知です。 その高知で 1 8 年間，
そ し て東京で 1 7 年間暮 ら し て き ま し た。南国生 ま れ
は， 雪にあ 乙 がれが強く ， 大学時代 も ， 夏 ・ 冬は長野
を中心に生活 し て い ま し た 。 その せいか， 雪や寒さ に
対す る不安は少 し も な く ， 毎日 富 山大橋か ら の 立山連
経済学部講師 河 野 三 郎
わる 乙 と であ る 。四月中旬か ら ， 樹木や草花の新芽が
一斉に現われ て き たのであ っ た 。 その成長速度は， 私
が生活 し て き た 松山 よ り も は るかに速く ， 私にと っ て
は驚異的な現象であ っ た。一週間程の期聞 に ， 新芽は
みずみずし い緑葉を も っ新 樹に 変貌 し ていた の であ っ
た。私が生ま れ育 っ た風土と は 明 ら かに異な る風土，
富 山。 私は ま だ富 山の 四季を総て経験 してい るわけ で
はなし、 し か し ， ま だ経験 し てい ない 四季に接する 乙
と によ っ て ， 新 し い異な っ た風土を再び発見す る で あ
ろ う 。
乙 の よ う に私が経験 し た 乙 と の な か っ た異な っ た風
土で， 人聞の 日 々 の営みがどの よ う な も の であ る かを
知 る こ と も ， 異 な っ た風土を理解す る う えで不可欠で、
あろ う 。 こ の よ う な理解を 通 じ て ， 異な っ た風土が私
にと り も は や 「異 な っ たJ風土ではな く な っ て く る の
であ る。
あ い さ つ
経済学部講師 西 村 秀 二
峰の ながめに感動 し て い ま す。
趣味はスポーツ一般， な かで もサ ッ カ ーと スキー，
登山 です。体 を動か し， 汗をかく 乙 と は， 日 々 の研究，
教育活動， 生活 の リ ズムを作 り 出 し て く れま すし， 悪
魔の水 もお い し く い ただ貯 ま す。（ も っ と も ， 悪友 ど も
は， その 目 的を後者のみにみる も のが， ほ と ん どです
が）。 目下の と 乙 ろ， ジョギ ング とウォーキ ング・サ
イク リ ング （通勤用／） の毎 日 ですが， 富山の美し い
自 然に 囲 ま れ， それで も結構満足 し て い ます。
中学以来， 私学に育 っ た私と いた し ま し て は ， 初 め
て の 国立と い う 乙とで も あ り ， その環境に慣れ る ま で
には， な お時間がかか り そ う ですが， 今後 と も よ ろ し
く お願いいた し ま す。
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新任 の御 挨 拶
今春 よ り 経済学部経済学科助
手に赴任 し ま し た。
実は北陸地方へ来 る のは生ま
れては じ め てな のです。高校 ま
でを瀬戸内の温泉町， 大分県は
別府で 育 ち ， 大学か ら の10年 間
を 乙 れ も 南国 の小都市， 博多 で
過ご し て参 り ま した。従 っ て富
山に 来る 時は春なお厳 し い寒 さ を予想 し て恐れてい た
の ですが， 逆に30 度 の熱風 （あれが噂のフェー ン現象
で し ょ う か） の出迎えを受け て驚い てい ます。
当面は助手ですの で， 学生の 人達 との接点が無い の
が大変残念です。 しか し一方では ， 学生のふ り を し て
（若干無理があ り ま すが） 気楽 に各所を う ろ ついてい
ます。古本屋や 自 転車の多い富 山の町 も ， ま た風情の
あ る も の だ と思いま す。米が驚 く ほどおい し く ， ま た
経済学部助手 松 井 隆 幸
魚や酒も豊富ですので， 教壇に立つ 乙 ろに は肥満し て
しま う の ではなし功〉 と心配です。
さ て ， 私の専門は 日 本産業論です。 ” 日本産業 ” と
言いま し て も ， 最近の 国際化の 中で は海外の産業と 日
本の ， それ も地方の 産業 と が直接に影響 し 合 っ ていま
す。例え ば九州や北陸の産業の盛衰を語る に も ， ア ジ
アや欧米と の関係を抜き に はで き ま せん。世界か ら地
域へ固 ま ぐ る し く 頭 を切 り替 えねばな ら な い課題に ，
私自 身がど 乙 ま でつい て行れ る か不安ですが， 皆様の
助力で少 し で も前進でき た ら幸いです。
申 し 遅れま し たが， 土地 ・ 仕事と も に不慣れな私に
協力 し て下さ いま した先生方， 事務官の皆様， 富山市
の皆様方に， 乙 の場を借 り てお礼 申 し上げます。学生
の 皆様と も一緒に遊べ る ， いや学べ る 日 を楽 し みに し
ていま す。
新 任 の 挨 拶
4 月 1 日 付で経済学部経営学
科の会 計学ス タ ッ フの一員に加
え さ せて いた だ く 乙 と にな り ま
し た。 3 月 ま で、は， 神戸大学大
学院で会計情報 シス テムに 関す
る研究を お乙 な っ て ま い り ま し
た。
生 ま れは愛媛県松山市で， 北
陸の地で生活す る の は今回が始めてです。 乙れま で，
富 山に関 し ま し ては ， 小学校 の 頃 ， 新田次郎の小説
『神通川 』 を読んだと とがあ り ます。ま た 高 校の修学
旅行で立 山 と黒部ダムを通 っ た 乙 と があ り ま すが， も
う 随分前のこ と に な り ま す。
今回， 神戸か ら 富 山 ま で車で来 ま し たが， 北陸 自動
車道の富 山イ ン タ ー を降 り て ， 始 めて富 山市内 に は入
っ て みま すと， 信号機が原則と し て タ テ向き に取 り 付
け ら れ て い る の や ， ほとんと、の道路に融雪用の配水パ
経済学部助手 池 田 公 司
イプが埋め込 ま れ ， チェー ンやス パイク タ イヤのた め
路面に深い轍がで き てい る の を みて ， ど う し て も雪深
い季節の こ と が連想 さ れま し た。関西では， 雪が降 る
乙 と は あ っ て も ， 積 る 乙 と は め っ た に な いた め， 積 雪
の こ とを思い ま す と や は り 不安にな り ま すが， 他方で
は ， 好奇心 も手伝 っ て ， 富山の雪とはどう いう も の な
のか， ま た どの く らい積 る も の な の か一度みてみたい
と い う 気持 ち も あ り ますので， あ る 意味では雪の季節
の訪れ る のがたの し みです。
今年度は講義の担 当 は ございま せんが ， 学生の 皆 さ
ん とは いずれ講義でお自に掛か る 乙とに な る かと思い
ます ので， その節はよ ろ し く お願 い し ます。少 し で も
わか り やすい講義がで き る よ う努力いた し ま す。未熟
の身 でござい ま すの で， 先生方を は じ め事務官の 方々
に も いろ い ろと ど迷惑をおかけ す る 乙 と に な る か も し
れ ま せんが， 研究 と教育 と に微力 を捧げ る所存でござ
い ま すの で， 今後と も よ ろ し く お 願い申 し 上げます。
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新任の ご あい さ つ
此 の度， 数学教室の一員に加
え さ せて頂く 乙とに な り ま し た。
応用 解析学及び電子計算機論講
座に所属 し てお り ま す。研究分
野は微分方程式論で ， 特に定性
的理論に興味を持 っ てお り ます。
前任地は岩手県盛 岡市で ， か
つてく日本の チベ、 ッ ト ＞と呼ば
れた 乙と も あ り ま し た。と過去形ではな く ， 最近， あ
る会社社長 の 「熊襲 J 発言があ り 問題 に な り ま し たが，
未だイメ ー ジが暗いよ う です 。 熊襲 の地とは九州南 部
を指 し ， 東北地方に対 し ては「蝦夷 の地Jと言わ な け
ればな ら なか っ た訳で、すが， 確かに ， 岩手県の舗装道
路を車で走っていて， 突如と し てく熊出没＞の標識が
表れた り する と， ドキ ッ と一瞬緊張 し た覚えがあ り ま
す。 その意味では， 「熊襲 の地Jとい っ て も 間違いは
な いの か も知れま せん。 た だ し ， 岩手 県の 名誉の た め
に 申 し添 え ま すと， 過去に伺人かの首相 （原 敬， 斎
藤 実， 米 内光政， 鈴木善幸）を輩出 し ， 文化水準は
新 任 の
乙 の 4 月 1 日 理学部数学教室
に着任 し ま し た 。 倶梨伽羅峠付
近を 越えて， 富 山 県へ 入 る と
き はま た新 し い関 を越え る のか
と感慨 も ひと し お で し た。十年
前と同様今回 も月 性 の詩 『 壁に
題す 』 を思い返 し ま し た 。 乙 の
詩は学聞に志を立てて 自 分の故
郷の関 門を 出 た な ら ， 学問が成 ら な け れば決つ し て故
郷へは も ど ら ないとい う 決意を う た っ た も のです。十
年前とい っ た の は ， 大学入学の た め，き び し く つ ら か
っ た 高校生活に別れを告げ白河の関を越えは る か な る
みちの く にとび乙んだとき の 乙と です 。 私にと っ ての
大学生活（仙台お よ び神戸）は数学とク ラブ活動であ
る ソフ ト ボールで過 ご し たとい っ てょいと思い ま す。
理学部教授 吉 田 範 夫
高 く ， 緑区固まれたすば ら し い所です。
私の ふる さ とは， 富 山と隣 県 の信州です。 私 自 身は，
どち らかと い う と，硬派K属す ると思 っ て お り ま すが，
なぜか出身地は長 野県の コ ウ ショク シ（更埴市〉です。
く森 の杏＞ゃく摸捨 山の田毎の 月 ＞で御存 じの方 もお
ら れ る で し ょ う 。 後K，広島 に数年いま し たが，富山
の市電に乗 っ てい ま すと， 広島の市電に乗 っ ている よ
う な感覚にとら われる 乙 とがあ り ま す。 市電 の定 っ て
い る 都市が減 っ てい る か ら で し ょ う か。
富 山氏来て気に入 っ ている 乙 との一つは， 私の研究
室か ら ， 椅 子に座 っ た ま ま で ， アル プス の山々（剣岳，
立山 ， 薬師岳等） を望む こ とがで き る こ とです。 1 2 
年程前の夏， 立 山 に登 っ た 乙とがあ り ，残雪で斑模様
にな っ た 室堂 を， 今 で もは っ き り と思い出す こ とがで
き ま す。 立 山を見る 毎に ， その室堂 の姿が自 に浮かび
ます。
今後，数学教室の皆様を は じ め ， 富 山大学の皆様の
信指導を受けつつ精進 し た いと思い ま すの で， よ ろ し
く 御願い致 し ま す。
ご 挨 拶
理学部講師 藤 田 安 敬
ソフトボールは 全国学生選手権大会 に ま で出場で き て
十分燃焼で き ま し たが， 数学はよ う や く 基礎が固 ま り
つつあ るとい う 段階か も し れ ま せん。 乙れか ら はこ の
富山 で 自 分の数学を確立 し た い もの です。
私と富山の接点は昭和6 1 年 の 第58回選抜高 校野球大
会に始ま っ た のか も しれま せん 。そのとき 甲 子園球場
で新湊高校対京都西高校の試合を 見 る 機会にめ ぐ ま れ
ま した。非勢を耐 えに耐えて延長 の末， 新湊 高校が勝
っ た 試合は新湊の酒井投手のはにかんだ笑顔とと も に
忘れ ら れ ない も のです。雪国のつ ら さ を乗 り 越 え 健斗
す る 彼 ら の姿は これか ら の 自 分のよい 目襖乙な る 乙と
で し ょ う 。
以上で あ い さ つとかえさ せて頂き ます。今後と も よ
ろ し く お願い し ま す。
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新任の ごあ い さ つ
乙 の 4 月 ， 理学部に着任 し ま
し た。名前だけみ ると女性のよ
う に思われ ま すが， 「万里Jと
書い て 「ま さ とJ と読み ま す。
さ て帆乙の 4 月 に 着任” と し ま
したが， 実は富 山 に来て7年自
に な り ま す。富 山大学で学び，
富 山大学に着任と い う 形にな り
ま し た。従 っ て富山の生活については心得てい る つ も
り です。大雪 も フェー ン も経験済みです。 も っ と も 初
めて会 う 人に は 「出身 は埼玉です…4とだけ云う こと
に し ていま す。 その人な り に明富 山 ” のアピールを し
て く れ る のを， こ っ そ り 楽 し んで い る ， と云 っ たとこ
ろで し ょ う か……。
大かた の人は ， 富 山 の 自然環境， そ の他諸々 につい
て惜 し み な く 語 っ て く れ ま す。 た だ， ひとつ不満を云
えば， 多 く の人が埼玉と富山を（埼玉に対す る一般的
なイメージを もとに） 比較 し て 「富 山は埼玉よ り …d
理学部助手 菊 池 万 里
とい う 言 い方をす るという 乙とです。彼方K， 赤城 ，
浅間， 妙 義 の 山 々 を望むネギ畑の中を飛び回 っ て遊ん
だ経験のある私にと っ て は， 富 山 も埼玉も天候以外は
さ ほ どか わ ら ないとい っ たと 乙 ろ なの ですが…。
現在， 確率論（確率過程 の理論） の研究を進めてい
ま すが， 伺分 に も 力不足をひしひ しと感 ずる昨今です。
学生の う ち に も っ と勉強 し て おけばス イス イとい く と
乙 ろを， も たつい て し ま っ た り ， 悪戦苦閤の毎 日 です。
しか し ， それ故に ， 学生にとっ て伺がわから ないか ？
とい う 乙とに関 し ては（他の先生方 よ り ） よ く わかる
つ も り です 。ま た歳 も 学生 に近いとい う こ とで， 学生
の立場区立 っ た 授業な り セ ミ ナーな り ができ れば…と
思 う 次第 です。も ち論， 研究に も ， 微力 ではあ り ま す
が， 全力投球 の覚悟でお り ま す。何分に も不慣れな為
皆様にはど迷惑をお かけする 乙 と も多 々 あ ると存 じ ま
すが ， 何卒ご指導の程よ ろ し く お願い申 し 上げ， 新任
の ごあ い さ つとさ せて頂き ま す。
新 任 の 御 挨 拶
こ の 4 月 か ら生物学教室生理
学講 座に赴任 して 参 り ま し た。
専門は， 一応， 植物生理学で，
緑色植物の光合成電子伝達の構
造と機能 ， 最 近は特』ζ照植物は
い か に酸素を生成す る の か ” と
い う テーマ を扱 っ て い ま す。し
か し ， 生理学の前につい てい る
植物とい う の は名 ばか り で， そ乙 ら に生えている植物
の名前は殆んど知 ら ない ， 明生 き 物解体屋 ” の生化学 ・
生物物理屋です。
乙 の度， 縁あ っ て 富 山 大学区奉職 し た わ けで、すが，
乙 れま で， 大学の増定員 ・ 増学科ラ ッ シ ュ の最中 に大
学に入った者の典型的な歩 みを た ど っ て き ま し た。私
が大学院に入学 した当時， 研究室は ドクタ ーコース K
5 人， マス タ ーコース に 4 人とい う 最 低の陣容で し た
理学部助手 田 村 典 明
（あ く ま で も就職を考えた時の話ですが）。その後は，
慣 習通 り 今は古語に な り つつ あ るゆオーバー ド ク タ ー
とや らを経験 し て ， アメ リ カ ・ ケン タ ッ キ一大学にポ
ス ト ドクとし て 3 年強 ， そ し て埼玉の理北洋研究所の
国際フロ ンテ ィ ア研究員と し て 2 年弱， 流浪の旅を し
て き ま し た 。 とい っ て も悲壮感はな く （皆無と い っ た
ら 嘘 にな り ま す が） ，なかなか楽 し く 貴重な生活を送り
ま し た。な かで も ， ケンタ ッ キ一時代が今でも 鮮烈な
イメー ジで残 っ てい ま す。ケンタ ッキーとい っ た ら 皆
さ んはケ ンタ ッ キーフライ ドチキンやパーボンを連想
さ れ る で し ょ う （事実， ケ ン タ ッ キーフライ ドチ キン
の本部は ， 州西部のケン タ ッ キーダービーで有名な／レ
イピルにあ り ， 店頭に飾 っ てあ る 人形 ・ カーネルサ ン
ダース の奥さ ん も健在で時 々 本社に 足を運ぶそ う です） 。
乙 の州は， Blue grass comtryと呼ばれる よ う に，
アパラチア 山脈の西側に緑濃い丘陵地帯が広が り ， そ
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こに 白い柵で因われた競争馬の放牧場が点在する景観
は圧巻です。乙 の雑音の ない恵 ま れた環境で， 優れた
ボス か ら科学に対す る真撃な態度と crazine ssを学び
ま し た。そ れ ま でいた っ て 日 本人的な変な謙虚 さ を身
につけ ていた私に と っ て， 無知を恐れ ない行動を と も
な っ た前向 き の思考様式 と い う の は衝撃的で し た 。 私
生活の 面で も， 単身で渡米 し ， この 間， 結婚 ・ 子供の
誕生 と人生の 重要な節 目 を経験 し ま し た。 ま たボス の
家族をは じ め， 日 本人家族を含 めた数家族との 親戚み
た い な つ き 合し、か ら， 人間同志の深 い情愛の交流を 体
験 し ま し た。
乙 れ ら の得難い財産 を大切に し て， " Sttrly hard 
am play hard ” をモ ッ ト ー に， 与え ら れた環境で最
対艮の成果を あげ る よ う 努力 し たい と思います。よろ
し く 御指導の程， お願い致し ま す。
着 任 所 感
今年の 4 月 よ り広島大学か ら
こち らへ着任し ま し た。 富 山 は
初めてではな く ， 昭 和50年よ り
2 年間修士課程の学生と し てお
世話に な り ， い ろい ろ なつ か し
い印象が残 っ てい ま す。
私の 専門 は化学工学です， 特
に今までは流れを伴な う 固ー液
閣の熱及び物質移動に関す る研究を行 な っ て き ま し た
工学部助教授 西 村 龍 夫
が， 今後は視点 を変えて回一液聞の相変化に お け る ミ
ク ロ 的な 熱及び、物質移動につい て研究を推進 し て ゆこ
う と考えてい ま す。 乙 の テーマ は積雪地帯の除雪 ・ 凍
結 とい っ た 日常 的問題か ら 半導体製逝晶程の一つであ
る 単結晶成長とい っ た新技術問題ま で， 多 く の分野に
関わ っ てい ま す。
ま だ若いつも り でい ま すので， 新 し い もの に挑戦 し
て い く 態度でがんばろ う と思 っ てい ま す。よ ろ し く お
願い い た し ま す。
個性を磨きましょう
昭和48年に本学文理学部理学
科 （物理学専攻） を卒業 し て，
当 時の 『 計算セ ン タ ー 』 に文部
技官 と し て就職し ま し た。今年
3 月 ま での 満15年間は， オペ レ
ー ショ ン， プログラ ミ ング， シ
ス テム管理及びプ ログラム相談
等の仕事をや っ て来ま し た 。 そ
して今年， 工学部助手に採用さ れ， 引 続 き情報処理セ
ン タ ーに勤務す ることにな り ま し た。これか ら は 主 と
し て 『 シス テ ムの研究開発 』 の 仕事を担当す る こ と に
な り ま す。
学生時代の話 にな り ま すが， 学部4年の時 の研究テ
ーマは 『 電子線図析 による 結晶構造の 解析 』 で， 毎 日
の よ う に単結品 （ ？）を作 っ ては， そ れを電子顕微鏡
工学部助手 高 井 正 三
で観 察 し て い ま し た。実験が好き で， しば しば徹夜で
実験を や り ， 一人暗室に入 っ て は大量 の電顕フィルム
を現像 し， 焼付 け を し ま し た。卒業論文の半分以上を
写真 で埋め た のを， 今で も覚えてい ます。
と 乙 ろ で， 入学 した頃はま だ電卓 も な く ， 皆筆算を
や っ て い ま し た 。 関数の計算 には数表を， 大 よ そ の数
値は計算尺を使 っ て計算 し て い ま し た。4年の時初め
て大き な光電管表示の電卓， そ れ も 四則演算 し かで き
ない も の， を使 う こと がで き ま し た。その 頃同じ研究
室の友達は， 計算 セ ンタ 一八行 っ て， 非品質 に関 す る
計算を ALGδLと い う 言語で コ ーデイング し， 計算を
や っ てい ま し た 。 その 友達に プ ログラムの説 明を聞き
ま し たが， 当時は ま っ た く 理解でき な か っ たことを覚
えて い ま す。結局， 『 プログラムなんて， 自 分 でや ら
な き ゃ理解で、 き な い も の 』 と い う のが実感で し た 。
円t－－A 
そんな私の仕事が， 電子顕微鏡か ら電子計算機にな
り ，今年で16 年自に 入 っ たとい う わ貯です。乙 の間，
コ ンビ ュータ は大き な変還を遂げて ， 私達の身近な存
在とな り ま し た。今では ど 乙 の研究室へ行 っ て も PC
がワープ ロ を動か し， プ リ ン ターの音 が聞乙 え ま す。
かつて は 自 由民使え な か っ た計算機 も ， 今は学生一人
ひと り が自 由に計算機を使用 でき る 環境に な り ま し た 。
あのMicrosoft BASICを作っ た Bi11 Gate sやMul­
ti planを開発 し たCharle s Sim:myiの学生時代がそ
う で あ っ た様に， Hungry精神でマシンを使用 し て い
け ば ， 必ず将来 プラス にな る ものがあ り ま す。本学の
学生 ・ 院生が情報処理セ ンタ ーの コ ンビ ューテイング
シス テムを大い に活用 し ， 次代の開拓者と し て活躍 し
て く れ る ことを期待 し てい ま す。
私は個性 的な人が好き です。人は誰 し も生ま れなが
ら違 っ てい ま す。何 も 皆が同 じ服装を し て， 同 じ よ う
な行動 をと る 乙とはな いと思い ま す。人は皆 ， 個性と
個性をぶつけ 合 っ て生 き てい く も のだと思い ま す。
個性を磨 き ま し ょ う H 互い に語 り 合 い， 肩を叩 き
合 っ て生き た， あ の青春の 日 の た め に！！
新 任 の 挨 拶
4 月 1 日 よ り ， 工学部工業化
関頭官学科の助手とな り ま し た。講座
は有機合成化学で， 学生時代の
専門分野を その ま ま 続け る 乙と
にな り ま し た。大学， 大学院と，
昨年度ま匂L年間， 東京におりま
し た が， 再び故郷の富 山 にも ど
っ て来て， は じ め て給料の 出 る ，
すな わ ち責任の重い仕事とい う か， 立場にな っ た次第
です。着任 し て か ら 早い も ので二ヶ月 以上に な り ま し
たが， 印象とし て残 っ た のは， （他の 学部は ま だわか
り ま せんが， 少な く と も 工学部に関 し ては）学生の教
育に熱心だなとい う 乙 とです。学校であ る以上， 当 り
前とい えば当 り前ですが， 大学とい う とこ ろ は， その
使命は教育と研究の両方にあ る の であ り ， そのバラ ン
スが大切な も の です。 自 分の最 も得意 な 分野でお 乙 な
う 研究とは異な り ， 教育は， 必ずし も興味を示 し て く
れ る わけ ではな い学生相手の， あ ま り 気の り し な い仕
工学部助手 山 田 昌 樹
事であ る と し て ， 本音と し て あ ま り 重要視 し な い傾向
が少なか ら ずあ る 中 ， 富 山大学は よ く バラ ンス がとれ
てい る よ う に見 う 貯 ら れ ま す。幸い （ ？ ）私はま だ講
義は担 当 し て お り ま せんが， 講座内で頻繁 にゼミ 形式
の勉強会があ り ， 学生諸君 も熱心で， 自 分の学生時代
の不勉強のつけ が回 っ て き て ， 「教え る J こ とに耐 え
られ る よ う に ， 必死に 自 分で勉強する 羽自に陥 っ て お
り ま す。 願わ く は ， 乙 う い っ た活 力 を ， 研究 ， すなわ
ち新 しい も のを っ く り 出す乙とに う ま く 結び‘つけてゆ
き たい， と思う の です。 幸い ， 富山 県は工業の 盛んな
と乙 ろであ り ， ま た今年か ら地域共同研究セ ン タ ーが
開設 さ れ， よ り 直接的な形で， 今 ， 工学部で は， さ ら
に世界では何が必要と さ れている か， 知 る 乙 とがで き
る わ貯 です。
教育と研究， 一方だけ で も 大変な 乙 とは充分に 自覚
し て お り ま すが， 伺とか両立 さ せて ゆ き たいと思い ま
すの で， 伺と ぞよ ろ し く お願いい た し ます。
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新 任 の
大阪生ま れ の作家， 田辺聖子
さ んは 「人間 の あ 乙 がれ の最た
る もの は， 都会 人の ” 田舎恋い ”
では なか ろ う か。 J と書いてお
ら れ ま す。 町 の暮 ら し しか 知 ら
ない人閣の， 田 舎の 自然や田舎
の暮 ら し に対す る あ 乙がれは，
時にドラマチ ッ ク でさ え あ る ．
とい う わけです。
富 山の こ と を m 田舎 ” 扱い な ど し た ら， 大方の叱責
を蒙る 乙 と で し ょ う 。 私は 大阪の岸和田と い う 城下町
に育ち ま し たが， 岸和田はせいぜい 南海電車の特急が
停車する 程度で， 決 し て都会と 呼べ る 代物ではな い し ，
か く 云う私 自 身， 都会的洗練と は凡そ対極を なす種類
の人間で も あ り， 都会人とい う柄で はあ り ま せん。
け れ ども， 友人達と の会話の中 で出身地が話題と な
って， 北海道 ・ 九州 と いった地名が出る と ， いかに も
その人達にはふる さ と が有る と い う 感 じ が し て羨ま し
く ， 「中君は ？ J 「大阪」 では味 も 素っ気 も な い な あ，





教養部講師 中 純 夫
乙 の度， 富 山大学に奉職する こ と と な り ， その意味
で も私 は永年の夢を かな える 乙 と がで き た思いでーぱ
いです。 今度は逆に 「富 山 は米 も酒も 魚 も 旨い」 と 人
か ら 羨ま し が ら れる 立場 とな り ， 何だか自 分が手柄で
も た てた かのよ う な得意な気分です。
出身大学では中国哲学史 を専攻 し， 主に 末明の思想
史を研究致 し てお り ま す。 何度か実際に 授業を担当 し
てみて， ふだん 自 分が関心を持 っ てい る テーマを， 学
生諸君に も 興味深い話題と し て提供す る 乙とが如何に
困難であ る かを痛感 し て い ま す。 講義 の た びに 自 分の
未熟 さ を思い知 ら さ れ る 日 々 ですが， 授業という 場を
通 し て， 私 自 身 も学生諸君と共に学んでし 、かなければ，
と考えてお り ま す。
研 賓室 に い る と， い ろん なサーク ルの練習する 音や
声が聞乙 え て き ます。 月並み な言い方ですが， 何事か
に打ち込ん でいる 若い人達 の真剣な 姿には まぶ し い も
のを感 じ ま す。 そ う い う ま ぶし さ を， 自 分 の授業に 耳
を傾 け る 学生 諸君に も感 じ と る 乙とがで き る よ う な，
そんな授業 に少 し でも 近づけ る よ う に， 乙 れか ら も努
力 して い き たいと思い ます。
タ ン ザ ニ ア 調 査の旅 か ら
昨年の 1 2 月 は じ め， アフ リ カ の 「海外学術調査J
に出かけ て ， 今年の 3 月 なか ばにかえっτ き ま し た 。
わた し た ち の 文化人類学研究室では， 前任の 和崎 先
生 も そ う で し た が， わた し も 同僚の赤阪先生も， 海外
調査の フ ィ ールドは， もっぱ らア フ リ カ です。 今回は ，
調査期 間の ほ と ん どを， 東ア フ リ カ のタ ンザニアで、つ
いや し ま し た。 乙れ ま でタ ンザニアには， な ん回かや
って き ま し たが， 最初は 1 9 6 1 年 一 タ ンザニア独立
の年で， 内 陸北部のダ ト ー ガ牧畜民のあ いだで， 調査
生活を経験 し ま し た 。 乙れが， わた し のアフ リ カ研究
のス タ ー 卜 ですので， この 固に も ど る と， 格別 の感が
あ り ま す。 今度 の調査では， むか し 知った牧畜の村や
農牧の村をたずねて， タ ンザニア 2 0 年の変化の 様相
にふれて見た い とい う ので し た。
人文学部教授 富 川 盛 道
隣 国ケ ニ ヤとの 国境はちかい町， アルー シ ャ。 乙 こ
が調査 の 出 発点で， ラ ンド ロ ーパーを借 り， 運転手を
や と いま した 。 商店街をあ る く と， 社会主義国 タ ンザ
ニアが， ち か ご ろ統制経済に 修正を く わえて 以来， 物
が出 ま わって き た よ う に見え ます。 し か しイ ンフ レで
値段がたか く ， 都市の庶民には つ ら い と こ ろです。 し
か し ， 街頭 で， 商 店 で， ホ テ ル で ， 市場でと びか
よ う ス ワ ヒ リ 語 （東アフ リ カ 土着の地域共 通語） の 喧
騒の中に身を お く と， 庶民の お と ろ えぬ活気と， 多民
族 ・ 多言語の 人々 がス ワ ヒ リ 語でむすばれた， 一種 の
ユニ テ ィ を感 じ さ せ ま す。
わた し の運転手も， 英語はで き ま せんが， ス ワ ヒ リ
語はペラペラ。 軍隊を 3 0 年つ とめあげた退役曹長 で，
年令 6 0 才の老運転手 。 昔 日 の 健康を う し なった わた
ハヨ
し に は， 恰好の同行者です。老兵ふた り ， っかれた ら
ス ト ッ プ， 元気が出 れば前進， 夜は民 家や旅宿 にと ま
っ て ， 内陸サバ ンナ の旅をつづ、け ま し た。時は ま さ に
雨期と言 う の に雨がお く れて， 農民 も牧畜民 も 乙 ま っ
ていま し た が， 老兵たちの旅はた すけ られた よ う です。
サ バ ン ナ の村々 の 中 で， 一番ながく 滞在 し た の はや
は り ， むか し わた し がく ら し た ， エ ヤシ湖東岸の ， あ
か る い 日 ざし のア カ シア ・ ツ リ ーの森と草原 にか 乙 ま
れ た ， ちいさい集落です。か つて は， 半遊動的なウシ
牧畜民のダ ト ー ガの住居だけが散在 し てい たの が，
1 9 7 0年代後半の コ ン ミ ューン方式 の村づ、 く り 政策の
推進で， 周辺の農牧民 も タ マネギ栽培の換金農家 も一
緒に あつ め られ， 軒をつ ら ね たライン状村落（省村）
が出来あが り ま し た。乙 のなかば強制的な方式 は， 生
産力の向上につなが らず後退 し ま し たが， 人々 は コ ン
ミ ュー ン方式にこそ抵抗感 を持 っ ていた も の の， 乙 の
集落形態だ貯 は ， 解体 し ま せん で した。さすがにダ ト
ーガは， ウシをつれてブ ッ シ ュ の方に分散し ていま す
が， それで も 集落はす ぐ目 の前です。
ど う や ら人々 は ， 乙とな る 言語集団と混住す る わず
ら わ し さ と同時に ， その便利さ と快楽を味わ う 乙 とを
知 っ た の です。今では ダ ト ーガの老婆 も ， ス ワ ヒ リ 語
であいさ つ し ま す。コ ン ミ ュー ンの物資配給 所の設置
のあと， 数年ま えか ら ， 雑 貨屋， 粉引き 屋 ， ビール ・
ノ すー， 肉屋， ホテ ルま でが急速に出現 し ま し た。乙 れ
は も う ， 都市的集落が出来あが っ たと い う 乙 とで、す。
ダ ト ーガ牧畜民の青年 たちは ， ポーチ（財布） を常時
持参す る よ う に な り ま し た。それ ま では， 定期のウシ
市の 日 K， 金を着物のは し に く る んで， 持ち あ る く だ
け で し た。多様な欲望， 多 様な人間関係 に う ご、か さ れ
な が ら ， 渉透 し てゆ く 貨弊経済と折 り 合いをつけ る く
ら し が， 促進 さ れている の で し ょ う 。お そ ら く ， 乙 の
サバンナ のウシ牧畜民は， ながい 目 で見れば， 定着的
農牧への ト ライ ・ ア ン ド ・ エラーをとお し て， 都市と
の共生を模索 し てゆ く と言 う の が， わた し の得た見と
お し で し た。
し か し ， 現在の社会過程 に足をと Y め て な がめ る な
ら ， 村落の風景が， 日 常生活が， かわ っ たか ら と言 っ
て ， 本当 にか わ っ たと言え る ので し ょ う か。あ る 日 の
ことで し たが， 夜 もふけ て ， ビール ・ パーの人声と粉
引く 機械の音のあい だ、を ぬ っ て， とお く ブ ッ シ ユの方
か ら ， かすかに歌声がき 乙 え ま す。わ た し には それが，
ダ ト ー ガ牧畜民の女 たちの歌であ る 乙とがわか り ま し
た。幸運に もサバンナ のライオ ンを射とめて た若者が，
親族の家にと ま り に来て ， 女たちがかれの武勇をた た
えている の です。明朝 ， 彼は宿の主か ら ウ シを あた え
ら れ る で し ょ う 。 乙 う し て ， かれはウシを もとめ る旅
をつづ、け てゆ き ま す。これは戦士の文化と言 う 以上に，
血縁集団 のウシ の交換や ， 富の平均化に よ っ て ， 集団
をさ さ え よ う とする 社会の体系 にかかわ る のです。 乙
の歌ごえは， い ま のと 乙 ろ， か れ ら の社会が本質的に
は ， かわ っ てい な い 乙 とを ， あか し し てい る の です。
わた し は， 乙 の歌を 聞 き なが ら ， かれ らが外部と折
り 合 っ てい る 乙 とを ， あ ち ためてお も う の で し た 。 し
か し ， 乙 の外部 一一農村も都市も ， 今はダ トーガ牧畜
民の世界の一部であ る 乙とを， みとめ ておかなけ れば
な り ま せん。わ た し は 1 0 年 ・ 2 0 年た っ て も な お，
人々 は今夜の女たちの歌を 聞 く 乙 とが 出来る の だろ う
かと， お もわずにはお ら れ ま せんで し た 。そし て， 翌
日 ， わ た し は エ ヤ レ湖東岸を去 り ま し た 一一老運転手
とと も に。
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人 文 学 部 の 特 定 研 究
人文学部で特定研究がス ター ト し たの は 1 9 80年（ 昭
55） か ら です。 3 年計画の 共同研究で， いま 進めて い
る 研究は， 最初の u 日本を起点と し た 朝鮮 ・ 中 国 ・ ソ
連の地域的特性に関す る共同研 究” （ 『 富 山大学人文
学部紀要 』 第 7 号に報告） . 2 回 目 の m 東アジア世界の
生成， 発展お よび他文明 と の関 係についての共同研究 ”
（ 『 富 山大学人文学部紀要 』 第11 号に報告） ， icつづ く
3 回 目 の特定研 究で， 今回の テーマは m 日 本 ・ 東洋と
西洋におけ る 文化構造の比較と文化交流に関す る総合
的研究” です。
人文学部特定研究の特色
人文学部の特定研究には幾つか の特色があ り ま す。
第ーに， 人文学部首寺定研究は， 人文学部が毎年概算要
求を続けてい る 学内共同利用 施設 「東ア ジア研究セ ン
タ ー （仮称） 」 の研究を実質的に 先政 り し て行な っ て
い る こ とです。 ご承知の よ う に， 1 9 7 7年 （昭5 2 ） 文
理学部を改組 し て発足 し た 人文学部は ， 他大学と 異な
る特色 と し て， 人文諸科学の う ち ， と り わ け東ア ジ ア
に関す る 部門に重点をお き ， 日 本は も と よ り ， 日 本海
を と り ま く 朝鮮， 中国 ， ソ連の言語 ・ 文化 ・ 歴史 の学
科 目を揃え て発足 し ま し た 。 「東ア ジア研究セ ン タ ー」
は 乙 の ， 他大学に無い特色を ， 教育のみな らず， 研究
面におい てよ り 一層の充実， 発展を期す ベ く ， その設
置を要望 し て い る も の ですが， 厳 し い情勢の中 で， 容
易に実現には至 っ てお り ま せん。 し か し ， 私た ち 人文
学部の教官は ， 「東ア ジア研究セ ン タ ー」 設置の あか
つ き に は ， そ 乙 で行な われ る 筈の研究テ ーマを実質的
に進 める 方策と し て ， 特定研究の 場におい て研究を進
め る 乙 と を 申 し 合わせ ， いま 3 回 目 の研究活動に入 っ
ている の です。
も う 一つの特色は， こ の研究 を教官多数 の共同研究
によ っ て進め てい る こ と です。 わが国 と 深い関連を も
っ朝鮮， 中国 ， ソ連の東アジ‘ア地域の 文化に つい て は
個々 には伝統を も っ たす ぐれた研 究業績がみ ら れ る の
は勿 論ですが， それを環日本海文化圏 と し て把握し ，
統一的に考察す る う え では， 個々 の学問領域に閉 じ こ
も る こ と では検討が難し く ， その た め， それ ぞれの研
究者に よ る研究領域を越えた共同研 究に よ っ て ， 学際
的に研究を進め る こ とが重要と な り ま す。 日 本を起点
と し て朝鮮， 中 国 ， ソ 連の蝿誠研究か ら ス タ ー 卜 し た
人文学部教授 秋 山 進 午
共同研究は， 回を重ね る ごとに範囲を広げ， 参加教官
を増や し ， い ま の共 同研究には37名の 人文学部教官が
参加さ れ てい る のは ， 乙 の共同研究の意義を互い に理
解 し合 っ てい る か ら に他な り ま せん。
特定研究テ ー マ
第 3 回 目 の特定研究テ ーマは ， 前 2 固の共同研究の
基礎の上に立 っ た も の であ る 乙 と はい う ま で も あ り ま
せん。 環 日 本海文化研究か ら ス タ ー ト し た特定研究課
題は ， 続い て東ア ジアへ対象を広げ ， い ま の第 3 回の
テーマ は ヨ ー ロ ッ パ諸言語 ・ 文化研究の教官多数の参
加を得て ， 日本 ・ 東洋 と西洋 に お け る 文化構造の 比較
と 文化交流を総合的に研究 し つつ あ り ま す。 一足早 く
近代 ヨ ー ロ ッ パ文明を取 り 入れた わが国をは じめ ， 東
ア ジアの国 々 は， それぞれの 自 国の 民族 と文仕ゅ 伝統
の上に 立 っ て独 自 の ” 現代化 ” を模索 し つつあ り ま す。
他方， ヨ ー ロ ッ パ諸国に も東洋の叡知の学び なお し が
浸透し始めています。 物事の 捉え方や， 自然 と人間，
家族や集団の あ り 方と その 問題点などを研究す る 乙 と
によ っ て， 東洋と 西洋の互いの文明 の特色を明確に し
つつ， そ れぞれの 固有な文化構造の比較と文化交流の
実際を把握 し ， 本源的な ” 現代 ” を探求し よ う とす る
のが本特定研究の狙いな のです 。
研究の進め方
共同 研究は ， 以上 の観点、か ら研究テ ーマを A 「歴史
学 ， 哲学か ら 見た 日 本 ・ 東洋と 西洋 の文化構造の比較
研究J • B 「文学， 言語学か ら み た 日本 ・ 東洋と 西洋
の 文化交流の 研究」 に大別 し ， そ れぞれを さ ら に 4 ～
6 テ ーマに細 分 し てい ま す。 A では東洋 と西洋の文化
の基礎構造を 家族 ・ コ ミ ュ ニテ ィ ー ， 都市空間 ， 都市
と村落の技術の 諸観点、か ら 分析を行ないま す。 B では
と り わけ ， 本学へルン 文庫を活用 し ， ハ ー ンが東洋 ，
と り わけ 日 本に見出 し た 個有の文化価値を検討し ， そ
れを軸 と し て， 語学 ・ 文学 の両面に おいて 文化交 流の
実際と ， そ こ に明 らか と な る個有の文化の 意義を明確
に し よ う と す る も の です。
研究を進め る には， 以上の細分 し た班研究に よ っ て
個々 の 問題を学際的 に深 めて ゆ く と同時に， 全 員に よ
る 共同研究会を並行 して開催 し ， 各班での研究成果を
め ぐ る 共同討議で問題の深化を 計 っ てい ま す。 ま た ，
本学に来学 さ れた様々 な分野の 専門研究者を招いて報
－E－－ 内L
告を 受け ， それをめ ぐ っ て の意見交換 も 実施し てい ま
す。
研 究 成 果
いま の特定研究の成果は ， 今年度末広公刊す る予定
の研究報告書におい て発表 さ れる ので， 精 し く はそ れ
を待 ち たい所ですが， 乙 れま で の共同研究に よ っ て，
固有な文化を生み出 した諸社会の文化構造の再認識と ，
その諸社会の聞 の文化交 流に 際 し て生じ る イ ンパ ク ト
の受け入れな い し 拒否 K ， 様々 な動態が存在する 乙 と
を突き と め てい ま す。
Aの研究では技術史や家族 ・ コ ミ ュ ニ テ ィ ーの研究
が 日 本 の 鴫現代社会 ” の背景を 示唆する も の とな り ま
し ょ う 。 乙 の 乙 と は 日本の経済力の背景 と し て ， 貿易
摩擦の対象であ る 諸外国民 ， ま た ， わが国 の経済成長
を模倣 し よ う と する 諸国に も 重大な関 心がは ら わ れ る
課題 であ る で し ょ う 。
B の研究で は本学へル ン文庫の研究が軸と な り ま す 。
ハー ンの蔵書を通 し て ハー ンの文学 ・ 思想を解明する
手懸 り を得やすい利点を活用 し ， な ぜハーンが東洋，
と り わけ 日本の個有文化に価値を 見出 し た かを今日 的
観点か ら明 ら か に され る こ と が期待 さ れ ま す 。 乙の観
点を他の ヨ ー ロ ッ パ文明 と 日本 ・ 東洋文化の関係に も
適用 する こ と が可能か否かの検証 も一つ の課題 です。
私 た ち 人文学部の特定研究は ， 乙 の よ う な今 日 的関
心に も 何 らかの答を見出 し得る ” 現代 ” の研究に密接
に結 びついた 研究課題な の です。
留 学 生 活 で 感 じ た こ と
私は， 工学部教官 ら のお世話 で， 日本に留学す る こ
とができ る よ う にな り ， 阻和62年 3 月31 日 に 日 本の土
を踏み ま し た 。 そ し て ， 一年後さ ら に勉強を続貯 る た
めに， 今年 4 月 大学院に入学し ま し た。 こ れま で 日 本
で一年余滞在 し て ， い ろ い ろなこ と を感 じ ま し た。 そ
の中 よ り 一つ， 二つ を学園ニュ ースの一隅を 借り て ，
筆に ま かせて書 き た い と 思い ま す。
日 本語は私が大学時代 に外国 語 と し て学び ま し た。
週二 回の 授業を一年 半続 け たのです。 日本語は 難 し く ，
国で勉強 した 日本語は ， 日本では使い に く い と い う 外
国人が多 いのです。 私 も そ の中の一人で あ る と思いま
す。 例 と し て ， 初めて 日 本に来 た 頃， 持 っ て き た 国の
お土産 を 日 本の友人民渡す と き ， 私は でき る だけ お土
産 の 乙 と を詳細に説 明 し ま し たが， 日本では， 友人か
ら プ レゼ ン ト をい た だ く 時， 「つ ま ら ない も の ですが」
と言われ， 不思議 で し た 。 ま た ， あ る 日 ， 友人の お宅
で， 奥 さ んが私 た ち に 「お寒 く あ り ま せん 乙 と ？ J と
二度 も 言 っ た あ と ， し ば ら く する と ， 奥さ ん 自 身がセ
ータ ー を着たので， 私た ち は ， さ き ほ どの言葉 の意味
がや っ と わか っ た の です。 そ れは， 日本語 の難 し さ は ，
自分の 考え方を相手にお し つけ る 乙 と を避け， 自分の
考え を言わず語らずのう ち に相手に わか らせる 。 すな
わ ち ， 口 に出 し て 言 う 言葉 よ り も ， 言わずにお く 言葉
の意味の方が重要 だ と考えてい るの ではないで し ょ う
か。
外 国人留学生 （工学部） 呉 為 民 （中 国）
日本で は外来語が増え てい る 乙 と も ， 日本語を難 し
く し て い る 原因であ る と思い ま す。 中国で日本語を勉
強 し てい る と き ， 日本語の言葉に は ， すでに 日本語に
な っ て し ま っ て い る漢語と ， 外来語とがあ る 乙 と をよ
く 知 っ て いま し た。 そ れで も ， 外来語が こ ん な に多い
とは 日本に来てか ら わ か っ たのです。 特K ， 和製英語
が多 く て ， ほん と に困 り ます。 あ る 店 で 「 ワ ン ・ タ ッ
チ ・ ボ ン」 と い う 傘を見ま し た が， い く ら辞典で調べ
て も分 り ま せんで した。 友人民間 く と ， 「ち ょ っ と 押
し た ら聞 く 傘J と い う 意味であ る こ と が分 り ま し た 。
面白 いですね。
外国 語上達の レベルに は三つ の等級があ る と 聞いて
い ま す。 三級 の人は ， 外国語で普通の会話がで き ， 二
級の人は， 外国語 で勝手に冗談ができ， 一級に達する 人
は， 外国語でべ らべ ら と け んかがで き る のだそ う です。
私の 目標は ， 二級ま でにな り た い の です。 と い う のは，
日 本では一級の レベ・ルは必 要がな い と思 う か らです。
日本記来て， 最初の二 ・ 三カ 月 ぐ ら い は ， 生活習慣
が違 う ので ， なかなか慣れ ま せんで し た 。 一番耐え ら
れな か っ た事は， 昼休み の時間が短い 乙 と です。 中国
では， 大学や政府機関 な どでは ， 日本 よ り 長い昼休み
があ り ま す。 毎年 5 月 1 日か ら 9 月 31 日 ま では ， 勤務
時間は午前 7 : 3 0～1 1 : 3 0 ， 午後は 1 4 : 3 0～1 8 : 30  
で， 昼休み は 3 時間 あ り ま す 。 10月 1 日 か ら次の 4 月
30日 ま での 勤務時間 は s : o 0～1 2 : 0  o と1 4 : 0 0 ～  
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1 s : o  0 で， 昼休みが 2 時間です。 したが っ て ， 昼食
を と っ てか ら ， 横 に な っ て休む時 間は 1 時間以上あ り
ま す。 私は毎日 6 時 ぐ ら いに起き て ， 夜中 0 時 ぐ ら い
に寝ま し た 。 お昼に 眠 ら れま すか ら ， 一日 中元気に 働
い て い ま し た 。 中国 では， 長い昼休みがあ る た め一 日
を二日 聞に分け て使う よ う な効果があ る と思いま す。
富山 大学では毎 日昼食が済んでか ら ， 私は眠く て な り
ま せんで し た が ， 同 じ 研究室の院生が一生懸命に勉強
し て い る のを見る と ， 私は冷水 で顔を洗 っ て勉強を続
け ま し た 。 「郷に入れば， 郷に従えJ を実行 し ， 段々
と慣れて き たので‘す。
日本語を 習 う 方法のーっと し て ， よ く テ レ ビを 見 る
こ とは留学生た ち に利用 さ れ ていま す。 私はN H K の
「銀河 テ レ ビ小説」 ， 「面 白ゼ ミ ナ ーノレJ , 「連想ゲ
ームJ , 「 の ど 自慢J な どの番組がと て も 好き で， ニ
ュ ース は必ず見 る番組です。 その 外に， テ レ ビコ マー
シ ャ ル も 好 き です。 乙 の 放送がす き だと い う のは ， テ
レ ビを見て す ぐ に買いに行 き た く な る と い う のではな
く ， ま た その 物に 関心があ る とい う の で も な く ， コ マ
ー シ ャ ルの構成法， 表現法， 音楽 などがと て も興味が
あ り ， 魅力的で， 面白 し 功〉 ら です。
富山に来てか ら ， 日本各地の見学に何回 か 出かけ ま
し た 。 近代建築がい っ ぱいの東京， 歴史を再現す る大
阪城， 明治庭園を代表す る 平安神宮， 世界最大の 木造
建築 で あ る 東大寺， 平和都市で あ る 広島市， 日 本三景
の一つ宮島 ， 木 曽路の伊勢屋民宿， 野麦峠の 自 然 の景
色， どれ も み ごと な 風最があ り ， そ 乙 に はいつ も親切
な 日 本人がい ま し た 。 見学に よ っ て ， 日本のい ろいろ
な地域 の文化や風ヰを わずかなが ら理解す る こ と がで
き ま し た 。 日 本は大量に外国 の 文化や技術を取 り 入れ
て ， それを 日 本の工業技術の発展に活用 し ， 貿易市場
を活発に さ せ， 経済大 固にな り なが ら ， 日本民族の伝
統をその ま ま保 っ て い る こ と に対 し て ， ほ ん と に羨ま
し いです。 現在 ， わが国 では ， 政治体制 ， 経済体制を
改革 し て ， 四つの現代化を実現 し ， 中国 を繁栄と豊か
な 国家にな る よ う に中国人 も一生懸命に努力 し ていま
す。 留学 し てい る私は 自 分の 専攻のほかに ， 日 本の近
代発展史， 日 本に 関す る 貿易 ， 日 本の民俗な ど良い事
な ら ， な んで も 吸収 し た い と思 い ま す 。
富 山大学に来てか ら ， 指導教官 の高辻先生， 伊藤先
生 は勿 論， 学業上の 乙 と とか， 生活上 の こ と と か い ろ
い ろ な 方面でお世話に な っ て い ま す。 他の講座の先生
方， 学務係の方々 に も 親切 に 手伝 っ てい た だいてい ま








α※※※※〉 学 生 部 だ よ り α※※※※＞
就職 協 定 の 遵 守 に つ い て
来春卒業予定の皆 さ んは， 将来の進路につい て い ろ
いろと お考え の 乙 と と思い ま す。
既に ど承知の と お り ， 間和63年度の 大学及び高等専
門学校卒業予定者に係る就職協定期 日 に つい て は ，
「就 職協定協 議会 」 におい て次の よ う に決定 さ れてお
り ま す。
①企業等の説明開始 8 月20日
＠准業等個別訪問開始 9 月 5 日
＠牒用 内定開始 10月 1 5 日
乙 れ ら の期 日 は， 学生の最終学年の学習にで き る 限
り 支障を与えず， ま た， 就職の機会均等 ・ 公平性を確
保す る とい う 観点か ら定め ら れた も のです 。
皆さ ん も ， 乙 の趣旨を十分理解 さ れて ， この決定期
日を遵守 さ れる よ う お願い し ま す。
就職 に 関す る 講演会 に つ い て
5 月 1 1日（水） に 教養部 4 番教室で就職 K関 する講演
会が開催 さ れま し た 。
当 日 は ， 鞠 リ クルー ト 北陸支社長の伊藤弘明氏が
「民間企業の採用動向等についてJ ， ま た富 山 県教育
委員会教職員課主幹の紺道三郎氏 が 「教員 需給 の現況
お よ び受験にあ た っ て の心構 え等につ い てj ， そ れぞ
れ講演 さ れま し た 。
乙 の講演会には， 4 年次生を中心 に延約6 00 名がメ




図 昭和 6 3 年度 富山大学都道府県別 入学者数 調
人 文 教 育 経 済 理昼 間 主 夜 間 主
北 海 道 4 1 3 4 
青 森 1 3 
岩 手
宮 城 1 
秋 田 1 1 
山 形 1 2 1 
福 島
茨 城 1 
栃 木 2 1 1 2 
群 馬 2 2 3 1 
埼 玉 1 3 1 
千 葉 2 3 
東 尽 1 3 2 2 7 
神 奈 川 1 1 2 
新 潟 3 5 1 1 
富 山 9 2  1 8 3 1 3 6 3 9  7 1 
石 ｝ ｜ ｜  4 9 4 8  7 5  4 3 2  
福 井 3 1 1 2 5  2 9 
山 梨 2 1 2 2 
長 野 3 5 6 2 9 
岐 阜 4 9 3 2  2 1 4  
静 岡 2 1 5 
愛 知 8 4 3 9  1 5 
一 重 1 2 5 2 一
滋 賀 3 3 1 
尽 都 1 1 2 
大 阪 3 1 7 
兵 庫 1 1 1 0  2 
t万z' 良 1 1 4 
和 歌 山 1 3 
鳥 JfJi 
島 キ艮 1 1 
｜司 山 1 1 1 
広 島 1 2 
山 口 1 
徳 島 1 
香 J 1 1  1 
愛 媛 1 
局 知
福 岡 1 3 
佐 賀
長 崎 2 
熊 本
大 分 1 
宮 崎 1 1 
鹿 児 島
沖 縄
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図 昭 和 6 2 年度卒業生進路 （ 就職 ） 状況
昭和 6 3 年 5 月 1 日 現在
部
令 学科 ・ 課程
項 目 卒 業 者 数 就職希望者数 就 職 者 数 就職未定者数 就 職 率 （%）





人 文 学 科 3 5  4 8  3 1  45 25 38 6 7 8 0.6 8 4.4 
語 学 文 学 科 1 2  7 4  1 0  7 1  9 5 9  1 1 2  9 0.0 8 3.1 
言十 4 7  1 2 2 4 1  1 1 6  3 4  9 7  7 1 9  8 2.9 8 3.6 
教 1j学校教員養成課 程 2 9  1 1 8 28  1 1 8  2 5  9 1  3 2 7  8 9.3 7 7.1 
育 中学校教員養成課程 1 4  2 4  1 4  2 4  
1 2  1 7  2 7 8 5.7 7 0.8 
養護荷受教員養成課程 1 1 9  1 1 9  1 1 5  4 1 0 0 7 8.9  
学 幼稚 園教員養成課程 2 9  2 9  28 1 9 6.6 
部 計 4 4  1 9 0  4 3  1 90 38  1 5 1  5 3 9  8 8.4 7 9. 5  
経 済 学 科 1 0 5  1 2  1 0 1 1 2  1 0 0  1 2  1 9 9.0 1 0 0 
喜学
部
経 営 学 科 70 29  6 7  28 6 7  28  1 0 0 1 0 0  
経 営 法 学 科 3 9  7 3 6  6 3 6  6 1 0 0  1 0 0  
計 2 1 4  4 8  204 4 6  203  4 6  1 9 9.5 1 0 0 
数 学 科 1 1  1 1  7 1 0  7 1 0  1 0 0 1 0 0  
理
物 理 学 科 36  3 24  3 24 3 1 0 0 1 0 0  
化 学 科 1 2  1 8  8 1 6  8 1 6  1 0 0 1 0 0 
学
科生 物 学 1 6  8 1 4  7 1 4  7 1 0 0 1 0 0  
部
地 球 科 学 科 25 1 4  1 4  1 0 0  1 0 0  
計 1 0 0 4 0  6 7  3 6  6 7  3 6  1 0  0 1 0 0  
電 気 工 学 科 54 4 6  4 6  1 0 0  
工
工 業 化 学 科 4 2  9 34  9 33  9 1 9 7.1 1 0 0 
金 属 工 学 科 45  3 6  3 6  1 0 0 
機 械 工 学 科 4 5  3 4  3 3  1 9 7.1 
学
生 産 機 械 工 学 科 4 1  3 1  3 1  1 0 0 
化 学 工 学 科 3 9  1 32  1 32  1 1 0 0  。
部
科電 子 工 学 3 4  1 2 7  1 2 7  1 1 0 0 1 0 0 
計 3 0 0  1 1  240  1 1  238  1 0  2 1 9 9. 2  9 0. 9 
2口>.. 計 7 05 4 1 1  595  399 580 340 1 5  5 9  9 7.5 8 5.2 
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図 昭 和 6 2 年度 卒業生 産業別 就職状況












農 ・ 林 ． 漁 業 3 3 不 動 産 業 2 2 
鉱 業
韮書信
運 輸 業 1 0  3 1 3  
建 設 業 2 2 1 0  1 5 20 通 業 6 1 4 1 1  
食料品 ・ たばこ製造業 2 4 5 1 1  計 1 6  1 7 2 4  




の他の繊維製 口 医 療 保 健 業 2 1 3 
製 出版 ・ 印刷同関連産業 8 4 3 2 1 7 サ I去 務 1 1 2 
化 学 工 業 5 5 1 3  8 3 1  と方土言＝， 教 1 1 
石油製品 ・ 石炭製品 ビ 非 営 利 的 団 体 1 2 3 6 
鉄 鋼 業 3 2 5 ス 情 報 処 理 1 4  1 2  2 3  2 9 1 9  97  
造 非 鉄 金 属 製 造 業 3 2 9 1 4  業 その 他のサービス業 1 7  6 1 1  1 35  
金 属 製 品 製 造 業 3 1 9  22  計 34  2 2  3 9  2 9  2 0  1 4 4  
一 般 機 械 器 具 1 3 5 2 1  3 0  教 育 2 9  1 4 7 1 2 3  2 0 0  
電 気 機 械 器 具 2 3 6 7 3  84 国 家 事 務 5 3 1 4  2 24  
公
業 輸 送 用 機 械 器 具 3 2 4  2 7  地 方 事 務 1 0  6 3 5  3 1 5 5  
務
精 密 機 械 器 具 3 5 8 計 1 5  9 4 9  5 1 79  
そ の 他 の 製 造 業 4 9 4 2 1  3 8  上 記 以 外 の も の 4 6 1 0  
5十 24 5 37  3 4  1 9 5  29 5 tロ』 言十 1 3 1  1 8 9  2 4 9  1 03 248 9 20 
主H 主H
ク二ま乙コ 業 3 9 8 20  
7三己=: 業 1 8  3 1 5  1 4 4 1  大企業
（鵠惣上） 4 1  1 3  1 3 2 49 1 9 6 4 3 1  フ＝垂ロゴ 規計 2 1  3 24 1 1 2  6 1  模 中企業 （
鰐





融 証券業 ・ 商品取引業 2 1 5  1 7  1 0  7 7 3 4 3 1  職保 保 険 業 1 1 0  1 1 2  先険 その他抗途融・ 保険業 1 9  1 9  企 業 以 外 4 4  1 6 1  5 0  3 0  3 2 8 8  
業
言十 3 1 6 1  2 67 
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。 第 4 0 回 北 陸 地 区 国 立 大 学 体 育 大 会 は ， 北陸地 区 国 立 大 学体 育 連 盟及び福 井 大 学 の
主 催 で 7 月 1 0 日 〈 日 〉 を 中 心 に 下 記 会 場 で 開 催 さ れ ま す 。
種 目
陸 上 競 技 男 ・ 女
水 泳 ，， 
野 E求 男
司E 硬 式 野 球 II 
庭 球 男 ・ 女








バ レーボール ，， 
サ ッ カ ー 男
ラグビー
フ ッ ト ボール
II 
卓 球 男 ・ 女
期 日
7 月 1 0 日 （ 日 ）











7 月 9 日 （土）
II 1 0 日 （ 日 ）
〈雨天の場順合延）1 1 日 ま で






















7 月 1 0 日 （ 日）
7 月 1 0 日 （日 ）
6 月
月
2 6 日 （ 日）
7 3 日 （ II )
グ 1 0 日 （ II ) 
6 月 1 9 日 （ 日 ）
グ 2 6 日 （ II )
7 月 3 日 （ II )
7 月 1 0 日 ｛ 日 ）
開始時刻
i o : o o  
開会終式
了後
1 0 : 0 0 
1 3 :  0 0  
9 : 0 0  
開終会式
了後
9 ' 0 0  
i o : o o 
l o : o o 
i o : o o 
，， 
，， 
1 2 : 0 0 
，， 
，， 
i o : o o  




















(I) 1 種 目 2 名
以
除
内 （ リ レー



















種 目 3 名
(2) の出場





































競 技 方 法 及 び 小 種 目
男子 ｛ ト ラ ッ ク ） l OO m , 200 m ,  400 慨 ， 80 0 m ,
l.500 m ,  s.ooo m ,  1 1 0 m H ,  













走槍高役跳， ハ， 俸ン高マ跳一役． 
女子 〈 ト ラ ッ ク ） l OO m ,  200 m ,  400 m,  8 00 m ,  
l OO mH ,  4 0 0 咽R










50m, l O Om, 200m. 400m. BOOm 
l OO m ,  200m 
l OO m ,  200m 
;'Iタ フ ラ イ 1 0 0 隅 ， 200鵬
メ ドレー リ レー 400 m  
リ レー zoo m .  8 0 0 11l 






s o m .  l o o m , zoo m ,  400 m 
l OO m ,  200m 
1 00 Ill . 200 Ill 
パタ フ ラ イ 50 m ,  1 0 0 隅
メ ド レー リ レー 400m 
リ レー 200 m ;  400m 
個人メ ドレ－ 200m 
リ ーグ戦
ト ーナ メ ン ト 戦 3 位決定戦







単が （ リ ー グ 戦 ） 2 3 





子 3 チー ム 9 セ ッ ト




9 セ ッ ト
1 0 チーム 9 セ ッ ト
ト ーナ メ ン ト 戦 3 位決定戦
ト ーナ メ ン ト 戦 3 位決定戦 （女子のみ） 3 セ ァ 卜
ト ーナ メ ン ト 戦









単 女子 2 複 s 単





男 子 2 0 名以内， 女子 1 以内
種 目 期 日 開 始時刻
7 月 8 日 （金） 1 3 " 0 0 
ノす ド ミ ン ト ン 男 ・ 女 グ 9 日 （土） 9 : 0 0  
グ l 0 日 （ 臼 ） 式終了後
柔 道 男 7 月 l 0 日 （ 日 ） 1 0 : 0 0 
貸j 道 男 ・ 女 6 月 2 6 日 （ 日 ） 1 0 : 0 0 
体 操 ，， 7 月 1 0 日 （ 日 ） l 0 . 0 0 
ハン ドボール ，， 7 月 1 0 日 （ 日 ） 1 0 : 0 0  
ヨ ト II 7 月 1 6 日 （土） 9 : 0 0  ツ II l 7 日 （ 日）
空 手 道 男 7 月 1 0 日 （ 日 ） 1 0 .  0 0  
弓 道 男 ・ 女 7 月 9 日 （土） g : o o II l Q 日 （ 日） 式終了後
自 動 車 （ 中 止 ）
創 作 舞 踊 男 ・ 女 7 月 2 日 （土） 1 4 . 0 0 
少 林 寺拳 法 ，， 7 月 9 日 （土） 1 4 . 0 0 
d口'- 気 道 ，， 7 月 l 0 日 （日） 1 4 : 0 0 
アメ リ カ ン 男 6 月 2 6 日 （ 日） 1 4  0 0  フ ッ ト ボール
競 技 会 場 出場選手数
福井大学第 I 体育館 男女
子 2 6 名 以内
内子 l 0 名 以
武生市営武道館 l 7 名以内
福井大学第 1 体育館 女
男 子 2 5 名以内
内子 5 名以




女子 1 0 以
北陸電力体育館 男 子 1 5 名以内
三国 ヨ ッ ト ハーパー 2 0 名 以内
福井医科大学体育館 2 0 名以 内
福井大学弓道場 女














（点取 り リ ーグ） 男 子 3 複 4 単 女子 2 複 3 単
（ ト ー ナ メ ン ト ）
シ ン グルス 男 子 1 2 名以内， 女子 1 0 名以内





（点取 り ト ーナ メ ン ト ）








団体 （点取 り リ ー ク）
女









子 5 （笠録 7 名以
個人 （ ト ー ナ メ ン ト ） 男 子 1 0 名 以内， 女子 5 名以内












女子 床 ・ ・ 跳馬







学女子は， 金沢大学と のエキ ジ ビジ ョ ン
総合 と 種 目 jjl] （スナイ プ. 4 7 0 級） ス ナ イ プ級 2 艇制
4 7 0 級 2 艇制







2 各 分 3 本勝負
個人 自 由組手 ト ーナ メ ン
各校
の時
4 名 以内 2 分 3 本勝負













1 6 0 射）
( l 人 2 0 8 0 射）







( 2 0 射中 多い者）
公開 演技
公開演武 （団体演武 ・ 組演武 ・ 個人乱捕 り リ ーグ戦）
公開演武
金沢大学 と 福井大学の エ キ ジ ビ ジ ョ ン
キ ャ ン パ ス 樹木誌 （ 3 )  
ユ リ ノ キ （ L iriodendron tulipifera L .  ) モ ク レ ン 科
本学の正門 か ら図書館前まで， ト ンネルのよ う にう
っそ う と茂った美しい並木がユ リ ノ キ であ る 。 5 月 末
か ら 6 月 初 めにかけ て緑陰の中に淡い黄緑色がひっそ
りと咲 く 。 地味 な花でよ く 見なければ気づか ないが ，
花び らが 6 枚 ， そのつけ根に朱色の斑点がある 。 花の
形が一見ユ リ や チ ュ ー リ ッ プに似てい るので， ユ リ ノ
キ あ る いはチ ュ ー リ ッ プ ノ キと呼ばれ る 。 学名の
Liriodendron というの もユ リ の木とい う 意味であ
る 。 モ ク レン科に属しコ ブシやホ ウ ノ キに近縁で， 被
子植物の中では比較的原始的な植物とさ れる 。 ユ リ ノ
キの類はか つ て第三紀に北半球に広 く 繁茂していたが，
氷期の後に残ったのは北米東部のユ リ ノ キ と中国東南
部の シナ ユ リ ノ キの2 種だけ であった。
ユ リ ノ キの故郷は北米東部． アパラチア山脈を中心
とす る一帯 であ る 。 谷底の肥沃な土地を 好み， 生長 も
早 く ， 高 さ 60 m i乙達す る 大木にな る とし 1 う 。 材は色が
臼 く 家具材として優れてい る。 またこの花か らとれ る
蜜も珍重 さ れる 。
日本には明治初期に入った とさ れ る 。 寒冷地以外で
はよ く 育ち， 風格の ある 樹形が好まれて街路樹や公園
木として植 え ら れてい る 。 本学キ ャ ンパス では通称メ
イ ン ス ト リ ー ト に沿って植え ら れており， 真先に自に
つく 木であ る 。 だがいつの頃か らか ， これ らの木に針
金で札が結び付け られてい る 。 それが木の成長 とと も
に幹に食い込んで ， 見 る か らに痛々 しい。 乙 れはいず
れ木を枯 ら したり， そこか ら折れる お そ れ も あ るので，
早急に別の材質の ものととり替 えていただきた し ＼0
教養部教授 小 島 覚
。%%。。%% 勺九 % 学 園 ニ ュ ー ス 編 集 委 員 。:P'¢i：九Dp°O九九何 �l3'�：�:0 t7 
学 生 部 長 瀧 津 弘 E里 学 部 松 本 賢
人 文 学 部 河 村 貞 枝 II 広 岡 公 夫
／／ 山 口 幸 祐 工 学 部 島 崎 長 一 郎
教 育 学 部 呉 羽 長 II 杉 本 益 規
／／ 原 田 嘉 日目 教 養 部 高 安 平日 子
経 済 学 部 山 崎 1青 ／／ 山 本 孝
／／ ネ目 津 二にとl 晴
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